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企
業
結
合
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
の
実
効
性
確
保
手
段

―
欧
米
の
議
論
を
中
心
に
―

田

平
　

恵

　
（
二
〇
六
五
）

第
1
章　

問
題
の
所
在

第
2
章　

日
本
の
現
状

　

第
1
節　

日
本
の
企
業
結
合
規
制
と
問
題
解
消
措
置

　

第
2
節　

先
例

　

第
3
節　

小
括

第
3
章　

米
国

　

第
1
節　

実
効
性
確
保
手
段
の
紹
介

　

第
2
節　

小
括

第
4
章　

Ｅ
Ｃ

　

第
1
節　

実
効
性
確
保
手
段
の
紹
介
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第
2
節　

小
括

第
5
章　

課
題
と
提
言

第
6
章　

結
語

第
1
章　

問
題
の
所
在

　

企
業
結
合（

1
）が

計
画
さ
れ
、
当
事
者
が
競
争
当
局
に
事
前
届
出
を
行
っ
た
場
合
に
、
競
争
当
局
か
ら
反
競
争
効
果
を
懸
念
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
。
そ
の
後
、
当
事
者
と
競
争
当
局
が
問
題
解
消
措
置
を
協
議
し
、
当
該
企
業
結
合
が
遂
行
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
と
き
、
懸
念
さ
れ

た
反
競
争
効
果
に
応
じ
て
問
題
解
消
措
置
が
設
計
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
仮
に
競
争
当
局
が
時
間
と
リ
ソ
ー
ス
を
費
や
し
て
適
切
な
問
題
解
消
措
置
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
確
実
に
問

題
解
消
措
置
が
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
徒
労
に
終
わ
る
こ
と
と
な
る
。
設
計
さ
れ
た
問
題
解
消
措
置
が
実
行
さ
れ
て
は
じ
め
て
反
競
争
効
果
が

除
去
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
問
題
解
消
措
置
の
設
計
と
そ
の
実
効
性
の
確
保
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。
適
切
な
問
題
解
消
措
置
と

は
、
反
競
争
効
果
除
去
の
た
め
の
問
題
解
消
措
置
設
計
に
加
え
、
設
計
後
の
問
題
解
消
措
置
の
確
実
な
実
行
を
も
意
味
す
る（

2
）。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
確
実
に
問
題
解
消
措
置
を
実
行
す
る
手
段
、
す
な
わ
ち
実
効
性
確
保
手
段
を
と
り
あ
げ
る
。
比
較
対
象
と
し
て
、

欧
米
で
の
議
論
を
紹
介
、
検
討
す
る
。
欧
米
で
は
、
問
題
解
消
措
置
の
実
行
の
際
に
講
じ
ら
れ
る
実
効
性
確
保
手
段
に
つ
い
て
、
す
で
に
議

論
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
実
証
研
究
も
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
競
争
当
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
効
性
確
保
手
段
の
利
用

に
積
極
的
な
も
の
も
あ
れ
ば
そ
う
で
な
い
も
の
も
あ
り
、
競
争
当
局
間
で
利
用
の
積
極
性
に
差
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
把

握
し
、
整
理
す
る
こ
と
は
、
日
本
法
へ
の
示
唆
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

　

本
稿
の
考
察
は
、
以
下
の
二
点
の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
（
二
〇
六
六
）
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第
一
に
、
本
稿
の
考
察
は
解
釈
論
上
の
問
題
に
寄
与
す
る
。
私
的
独
占
の
禁
止
お
よ
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
独

占
禁
止
法
」
と
記
す
。
ま
た
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
条
文
は
独
占
禁
止
法
を
さ
す
）
第
一
五
条
六
項
一
号
、
第
一
五
条
の
二
第
七
項
、
第

一
六
条
六
項
は
、
合
併
、
会
社
分
割
、
事
業
分
割
に
対
し
て
排
除
措
置
命
令
を
下
す
こ
と
、
お
よ
び
そ
れ
に
つ
い
て
の
措
置
期
間
を
定
め
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
中
で
も
第
一
五
条
六
項
一
号
と
そ
の
準
用
規
定
で
は
、
届
出
計
画
の
う
ち
「
重
要
な
事
項
が
当
該
計
画

に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
」
に
は
、
本
号
の
期
間
の
定
め
は
適
用
し
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
問
題
解
消
措
置
が
実
行
さ
れ
な
い
場
合
に
は
措
置
期
間
の
定
め
に
拘
束
を
受
け
ず
に
公
正
取
引
委
員
会
（
以
下
、「
公

取
委
」
と
記
す
）
が
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
審
査
対
象
と
し
た
問
題
解
消
措
置
が
予
定
通
り
実
行
さ
れ
る

こ
と
を
担
保
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
問
題
解
消
措
置
の
実
行
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
十
分
に
明
ら
か
と
さ
れ
て
き
た
と

は
言
い
が
た
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
考
察
は
、
第
一
五
条
六
項
一
号
と
そ
の
準
用
規
定
の
内
容
の
解
釈
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

第
二
に
、
本
稿
の
考
察
は
実
務
上
の
意
義
も
有
す
る
。
い
か
に
し
て
確
実
に
問
題
解
消
措
置
を
実
行
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
と
り
わ
け

当
事
会
社
に
と
っ
て
、
企
業
結
合
を
計
画
す
る
際
に
直
面
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
公
取
委
に
と
っ
て
も
、
実
効
性
確
保
手
段
を
認
識
し
、

実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
結
合
審
査
を
継
続
的
に
公
平
か
つ
安
定
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
個
々
の
事
例
で
実

効
性
確
保
手
段
が
講
じ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
そ
の
数
は
多
く
は
な
い
。
ま
た
、
実
効
性
確
保
手
段
に
関

す
る
本
格
的
な
研
究
、
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
が
た
い（

3
）。

二
〇
〇
七
年
に
公
取
委
に
よ
り
事
後
的
検
証
報
告
書（

4
）が

公
表
さ
れ
、
今

後
、
実
効
性
確
保
に
関
す
る
議
論
が
本
格
化
す
る
こ
と
が
予
想
、
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
欧
米
と
の
比
較
法
的
観
点
か

ら
日
本
の
議
論
の
現
状
を
捉
え
る
こ
と
は
、
実
務
の
観
点
か
ら
も
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

本
稿
に
お
け
る
叙
述
の
順
序
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
2
章
で
は
本
稿
に
お
け
る
問
題
意
識
を
明
確
に
す
る
た
め
に
日
本
に
お
け
る

議
論
を
紹
介
す
る
（「
第
2
章　

日
本
の
現
状
」）。
第
3
章
で
は
米
国
で
の
議
論
を
（「
第
3
章　

米
国
」）、
第
4
章
で
は
Ｅ
Ｃ（

5
）で

の
議
論
を

　
（
二
〇
六
七
）
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取
り
扱
い
（「
第
4
章　

Ｅ
Ｃ
」）、
実
効
性
確
保
手
段
を
紹
介
す
る
。
そ
の
際
、
可
能
な
限
り
で
そ
れ
ぞ
れ
の
競
争
当
局
の
各
手
段
へ
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。
第
3
章
、
第
4
章
で
の
記
述
を
も
と
に
、
第
5
章
で
は
日
本
に
お
け
る
今
後
の
課
題
を
挙
げ
、
若
干
の
提

言
を
行
い
（「
第
5
章　

課
題
と
提
言
」）、
本
稿
で
の
研
究
結
果
を
ま
と
め
る
（「
第
6
章　

結
語
」）。

第
2
章　

日
本
の
現
状

　

本
章
で
は
、
日
本
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
現
在
公
表
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
研
究
、
事
例
等
に
お
け
る
実
効

性
確
保
手
段
へ
の
言
及
、
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
は
、
本
稿
に
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
範
囲
で
、
現
在
ま
で
の
企
業
結
合
規
制
と

問
題
解
消
措
置
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
そ
し
て
公
取
委
が
二
〇
〇
四
年
三
月
に
公
表
し
た
「
企
業
結
合
審
査
に
関
す
る
独
占
禁
止

法
の
運
用
指
針
」（
公
取
委
・
二
〇
〇
四
年
五
月
三
一
日
、
最
終
改
定
二
〇
〇
七
年
三
月
二
八
日
。
以
下
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
最
終
改

定
を
受
け
た
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
「
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
記
す
）、
二
〇
〇
七
年
六
月
に
公
表
し
た
企
業
結
合
審
査
の
事

後
的
検
証
調
査
報
告
書
（
以
下
、「
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
」
と
記
す
）
に
お
け
る
実
効
性
確
保
手
段
の
記
述
を
取
り
上
げ
る
（「
第
1
節

　

日
本
の
企
業
結
合
規
制
と
問
題
解
消
措
置
」）。
次
に
、
実
効
性
確
保
手
段
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
事
例
を
取
り
上
げ
（「
第

2
節　

先
例
」）、
日
本
の
現
状
把
握
を
試
み
る
（「
第
3
節　

小
括
」）。

第
1
節　

日
本
の
企
業
結
合
規
制
と
問
題
解
消
措
置

　

本
節
で
は
、
日
本
の
企
業
結
合
規
制
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
の
位
置
づ
け
を
概
説
す
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
独
占
禁
止
法
上
、
問
題
解
消
措
置
の
実
行
を
担
保
す
る
規
定
が
あ
る
。
第
一
五
条
六
項
一
号
と
そ
の
準
用
規
定
は
、
合

　
（
二
〇
六
八
）
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併
、
会
社
分
割
、
事
業
分
割
の
届
出
計
画
の
う
ち
「
重
要
な
事
項
が
当
該
計
画
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で
に
行
わ

れ
な
か
っ
た
場
合
」
に
は
、
本
号
の
期
間
の
定
め
は
適
用
し
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
第
一
五
条
六
項
一
号
は
、
一
九
九
八
年
に
設
け
ら
れ

た
規
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
る
前
か
ら
企
業
結
合
事
例
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
の
取
扱
い
に
は

変
遷
が
あ
る
。
以
下
、
事
例
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
変
遷
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

　

日
本
の
企
業
結
合
事
例
に
お
い
て
問
題
解
消
措
置
が
設
計
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
日
本
に
お
け

る
一
五
条
合
併
事
案
の
中
で
唯
一
の
正
式
事
件
で
あ
る
新
日
鉄
合
併
事
件（

6
）に

お
い
て
も
問
題
解
消
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
本
件
で
は
譲
渡
の

譲
受
先
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
新
日
鉄
合
併
事
件
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
解
消
措
置
の
手
続
面
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
比
較
的
問
題
が

少
な
か
っ
た
事
例
で
あ
っ
た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る（

7
）。

公
取
委
は
、
一
九
九
三
年
度
以
降
、
相
談
事
例
を
詳
細
に
公
表
す
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
、
問
題
解
消
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
事
例
も
公
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
事
例
の
中
に
は
、
事
業
譲
渡
、
ラ
イ
セ
ン
ス
な
ど
多

く
の
種
類
の
問
題
解
消
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る（

8
）。

中
で
も
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
事
業
統
合
事
例（

9
）で

は
、
反
競
争
効
果
除
去

と
問
題
解
消
措
置
と
の
適
合
性
が
注
目
さ
れ
、
数
々
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
、
研
究
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

10
）。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
問
題
解
消
措
置
に
つ
い
て
長
き
に
わ
た
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
公
取
委
は
、
一
九
八
〇
年
に
「
会

社
の
合
併
等
の
審
査
に
関
す
る
事
務
処
理
基
準
」
を
公
表
し
た（

11
）。

こ
れ
が
最
初
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
九
四
年
の
改
正

を
経
て
、
一
九
九
八
年
に
は
「
株
式
保
有
、
合
併
等
に
係
る
『
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
』

の
考
え
方
」
と
し
て
全
面
改
正
さ
れ
た（

12
）。

こ
の
と
き
ま
で
問
題
解
消
措
置
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い

て
初
め
て
問
題
解
消
措
置
に
関
す
る
項
目
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
四
年
の
「
企
業
結
合
審
査
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
の
運
用
指
針
」

に
お
い
て
で
あ
る（

13
）。

そ
の
後
、
二
〇
〇
七
年
に
改
正
さ
れ
、
現
在
の
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
至
る（

14
）。

　

現
在
の
と
こ
ろ
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
実
効
性
確
保
手
段
へ
の
記
述
は
、
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書

　
（
二
〇
六
九
）
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に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。

　

企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
第
六
『
競
争
の
実
質
的
制
限
を
解
消
す
る
措
置
』」「
一
『
基
本
的
な
考
え
方
』」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
問
題
解
消
措
置
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
企
業
結
合
が
実
行
さ
れ
る
前
に
講
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

や
む
を
得
ず
、
当
該
企
業
結
合
の
実
行
後
に
問
題
解
消
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
問
題
解
消
措
置
を
講
じ
る
期
間
が
適
切

か
つ
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
問
題
解
消
措
置
と
し
て
事
業
部
門
の
全
部
又
は
一
部
の
譲
渡
を
行

う
場
合
に
は
、
当
該
企
業
結
合
の
実
行
前
に
譲
受
先
が
決
定
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
う
で
な
い
と
き
に
は
、
譲
受
先
等
に
つ
い
て

公
正
取
引
委
員
会
の
事
前
の
了
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
問
題
解
消
措
置
の
実
効
性
確
保
手
段
と
し
て
事
業
譲
渡
の
譲
受
先
の
決
定
を
挙
げ
て
い

る
。
こ
の
部
分
は
、
二
〇
〇
七
年
の
改
正
に
お
い
て
も
変
更
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
は
、
過
去
に
企
業
結
合
審
査
を
行
っ
た
事
案
に
つ
い
て
、
企
業
結
合
後
の
市
場
に
お
け
る
競
争
の
状
況
等
に
つ

い
て
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
審
査
時
点
に
お
け
る
競
争
促
進
要
因
の
認
定
や
問
題
解
消
措
置
の
有
効
性
等
に
つ
い
て
検
証
し
た
も
の
で
あ

る
。
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
に
お
い
て
も
、
実
効
性
へ
の
言
及
が
あ
る
。
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
「
企
業
結
合
審
査
時
に
問
題
解
消
措
置
の
実
施
を
前
提
と
し
て
企
業
結
合
を
容
認
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の
措
置
の
着
実
な
実
施
が

重
要
で
あ
り
、
事
後
的
な
検
証
に
よ
っ
て
、
問
題
解
消
措
置
実
施
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
を
抽
出
し
検
討
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
企
業
結
合

審
査
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、
構
造
的
な
問
題
解
消
措
置
を
含
め
、
他
の
問
題
解
消
措
置
が
採
ら
れ
た
事
例
に
つ
い
て
も
検
証
し
、
そ
の
有
効
性
や
実
施
・
運

用
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
を
調
査
す
る
こ
と
も
、
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」

　
（
二
〇
七
〇
）
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こ
の
よ
う
に
、
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
で
は
、
実
効
性
確
保
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
関

す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

第
2
節　

先
例

　

公
取
委
が
事
前
相
談
事
例
と
し
て
公
表
し
た
事
例
の
う
ち
、
第
1
節
で
挙
げ
た
新
日
鉄
合
併
事
件
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
事
業
統
合
事
例

を
含
め
問
題
解
消
措
置
が
設
計
さ
れ
た
も
の
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
実
効
性
確
保
手
段
が
講
じ
ら
れ
た
と
判
断
で
き
る
事
例
は
ご
く
わ

ず
か
で
あ
る（

15
）。

そ
こ
で
、
近
時
の
事
例
で
あ
り
、
設
備
譲
渡
の
譲
受
先
が
限
定
さ
れ
た
と
い
う
点
で
実
効
性
確
保
に
努
め
た
と
評
価
で
き
る

と
思
わ
れ
る
事
例
で
あ
る
、
大
日
本
イ
ン
キ
化
学
工
業
株
式
会
社
と
旭
化
成
ラ
イ
フ
＆
リ
ビ
ン
グ
株
式
会
社
に
よ
る
二
軸
延
伸
ポ
リ
ス
チ
レ

ン
シ
ー
ト
事
業
の
統
合
（
平
成
一
六
年
度
事
例
三
）
を
紹
介
す
る
。

　

本
件
の
事
実
関
係
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
大
日
本
イ
ン
キ
化
学
工
業
株
式
会
社
（
以
下
、「
大
日
本
イ
ン
キ
」
と
記
す
）
及
び
旭
化
成

ラ
イ
フ
＆
リ
ビ
ン
グ
株
式
会
社
（
以
下
、「
旭
化
成
Ｌ
＆
Ｌ
」
と
記
す
）
が
、
共
同
出
資
会
社
を
設
立
し
、
当
事
会
社
の
二
軸
延
伸
ポ
リ
ス

チ
レ
ン
シ
ー
ト
（
以
下
、「
Ｏ
Ｐ
Ｓ
シ
ー
ト
」
と
記
す
）
の
製
造
販
売
に
係
る
部
門
を
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業
統
合
す
る
こ
と
を
計

画
し
た
。
一
定
の
取
引
分
野
に
つ
い
て
は
、
製
品
の
機
能
・
効
用
な
ど
か
ら
Ｏ
Ｐ
Ｓ
シ
ー
ト
全
体
と
さ
れ
、
地
理
的
市
場
は
全
国
市
場
と
し

て
画
定
さ
れ
た
。
統
合
前
の
市
場
シ
ェ
ア
は
、
両
社
と
も
約
二
五
％
で
あ
っ
た
。
統
合
後
の
当
事
会
社
の
合
算
販
売
数
量
シ
ェ
ア
、
順
位
は

約
五
〇
％
、
第
一
位
と
な
る
。
統
合
後
の
Ｈ
Ｈ
Ｉ
は
約
三
四
〇
〇
、
統
合
に
よ
る
Ｈ
Ｈ
Ｉ
増
加
分
は
一
二
〇
〇
で
あ
っ
た
。
本
件
に
つ
い
て
、

公
取
委
は
、
統
合
後
の
市
場
に
お
け
る
地
位
が
著
し
く
高
ま
る
う
え
、
市
場
に
十
分
な
供
給
余
力
が
な
く
、
輸
入
、
参
入
の
蓋
然
性
も
認
め

ら
れ
な
い
等
の
問
題
点
が
あ
る
旨
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
当
事
会
社
は
、
問
題
解
消
措
置
を
検
討
す
る
た
め
に
、
詳
細
審
査（

16
）の

回
答
期

限
の
延
長
を
求
め
、
公
取
委
は
了
承
し
た
。

　
（
二
〇
七
一
）



企
業
結
合
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
の
実
効
性
確
保
手
段

 

三
二
八

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

　

そ
の
後
、
当
事
会
社
は
、
以
下
の
問
題
解
消
措
置
を
講
じ
る
旨
申
し
出
た
。
①
Ｏ
Ｐ
Ｓ
シ
ー
ト
製
造
設
備
の
譲
渡
等
の
措
置
。
生
産
能
力

九
〇
〇
〇
ト
ン
の
設
備
を
譲
渡
す
る
。
設
備
譲
渡
の
譲
渡
先
に
つ
い
て
は
、「
譲
渡
の
候
補
対
象
は
、
運
転
・
管
理
面
や
実
効
性
を
考
慮
し

て
同
業
他
社
と
す
る
」
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
譲
渡
が
で
き
な
い
場
合
又
は
譲
渡
を
望
む
メ
ー
カ
ー
が
現
れ
な
い
場
合
に
は
、
長
期
引
取
権

を
設
定
す
る
措
置
を
講
じ
る
と
さ
れ
た
。
②
海
外
メ
ー
カ
ー
へ
の
技
術
支
援
。
③
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
新
規
参
入
に
対
す
る
支
援
。
④
情
報
遮

断
措
置
等
。
⑤
公
取
委
へ
の
報
告
等
。

　

こ
れ
に
対
し
、
公
取
委
は
、
前
記
①
の
問
題
解
消
措
置
に
つ
い
て
は
、
実
行
さ
れ
れ
ば
他
社
の
供
給
余
力
が
増
大
す
る
た
め
、
当
事
者
が

単
独
で
市
場
を
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
動
を
探
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
と
評
価
し
た
。
ま
た
、
前
記
②
の
問
題
解
消
措
置

に
つ
い
て
は
、
輸
入
促
進
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
し
、
当
事
会
社
が
単
独
で
又
は
他
社
と
協
調
し
て
市
場
に
お
け
る
競
争
を
制
限
す
る
こ
と

と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
動
を
探
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
と
評
価
し
た
。
そ
し
て
、
③
に
つ
い
て
は
、
新
規
参
入
者
現
出
の
蓋
然
性
が
高
ま

る
環
境
が
整
う
と
し
、
一
定
の
評
価
が
可
能
で
あ
る
と
の
判
断
を
下
し
た
。
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
当
事
会
社
が
申
し
出
た
問
題
解
消
措
置

を
含
め
て
総
合
的
に
判
断
し
、
本
件
統
合
に
よ
り
当
事
会
社
が
単
独
で
又
は
他
社
と
協
調
し
て
、
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質

的
に
制
限
す
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
。

　

本
件
の
特
徴
は
、
二
つ
あ
る
と
考
え
る
。
第
一
点
目
と
し
て
、
設
備
譲
渡
の
譲
受
先
が
同
業
他
社
と
限
定
さ
れ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
近

時
の
事
例
で
は
、
譲
受
先
を
特
定
し
な
い
ま
ま
資
産
譲
渡
を
評
価
す
る
事
例
が
あ
る（

17
）。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
譲
受
先
を
限
定
し
た
点
は
、

実
効
性
確
保
に
努
め
た
と
評
価
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
点
目
と
し
て
、
譲
渡
が
で
き
な
い
場
合
又
は
譲
渡
を
望
む
メ
ー
カ
ー
が
現
れ
な
い
場
合
に
は
、
長
期
引
取
権
を
設
定
す
る
措
置
を
講

じ
る
と
し
て
代
替
案
を
提
示
し
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
問
題
解
消
措
置
の
実
効
性
を
担
保
し
た
も
の
と
評
価
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
他
の
事
例
と
同
様
、
当
該
問
題
解
消
措
置
が
「
実
行
さ
れ
れ
ば
」
と
の
表
記
が
公
表
資
料
に
お
い
て
記
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ

　
（
二
〇
七
二
）
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れ
る
。
問
題
解
消
措
置
が
設
計
さ
れ
る
際
に
は
、
当
該
問
題
解
消
措
置
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
設
計
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
実

効
性
を
高
め
る
手
段
を
よ
り
強
力
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

第
3
節　

小
括

　

本
節
で
は
、
第
1
節
お
よ
び
第
2
節
の
紹
介
を
も
と
に
、
日
本
の
現
状
把
握
を
行
い
た
い
。

　

第
1
節
で
は
、
日
本
の
企
業
結
合
規
制
と
問
題
解
消
措
置
と
の
関
わ
り
を
紹
介
し
た
。
第
一
五
条
六
項
一
号
と
そ
の
準
用
規
定
は
、
問
題

解
消
措
置
の
実
行
を
担
保
し
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
一
九
九
八
年
に
設
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
企
業
結
合
事
例
に
お
い
て
問
題
解
消

措
置
が
設
計
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
様
々
な
問
題
提
起
や
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
五
条
の
唯

一
の
正
式
事
件
で
あ
る
新
日
鉄
合
併
事
件
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
事
業
統
合
事
例
、
一
九
九
三
年
以
降
に
公
表
さ
れ
た
相
談
事
例
等
の
存
在

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
が
ど
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
処
理
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

長
年
問
題
解
消
措
置
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に
公
表
さ
れ
た
「
企
業
結
合
審
査
に
関
す
る
独
占
禁

止
法
の
運
用
指
針
」
に
お
い
て
初
め
て
問
題
解
消
措
置
に
関
す
る
項
目
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
七
年
の
改
正
を
経
て
、
現
在
の

企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
至
る
。

　

実
効
性
確
保
手
段
に
つ
い
て
の
公
取
委
の
一
般
的
な
考
え
方
は
、
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
で
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
前
者
に
お
い
て
実
効
性
確
保
手
段
が
言
及
さ
れ
た
の
は
近
年
（
二
〇
〇
四
年
）
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
更
に
、
内

容
的
に
は
、
問
題
解
消
措
置
を
で
き
る
限
り
短
期
間
に
実
行
す
る
べ
き
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
具
体
的
手
段
に
つ
い
て
は
譲
渡

の
譲
受
先
の
決
定
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
も
、
問
題
解
消
措
置
の
「
着
実
な
実
施
」
や
「
実
施
・
運
用
に
当
た
っ
て
の
留

　
（
二
〇
七
三
）
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意
点
の
調
査
」
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
に
留
ま
る
。

　

第
2
節
で
は
、
企
業
結
合
の
実
行
前
に
譲
受
先
が
限
定
さ
れ
て
い
た
事
例
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
同
様
に
実
効
性
確
保
手
段
が
講
じ
ら

れ
た
と
明
確
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
例
は
ま
だ
多
く
は
な
い（

18
）。

譲
受
先
の
決
定
以
外
の
手
段
も
含
め
て
、
実
効
性
確
保
手
段
の
利
用

は
限
定
的
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
、
日
本
に
お
い
て
実
効
性
確
保
手
段
は
、
そ
の
利
用
の
重
要
性
に
は
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
利
用
さ
れ
た
事
例

の
数
は
十
分
で
は
な
く
、
類
型
化
す
る
に
十
分
な
ほ
ど
備
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
実
際
の
事
例
を
対
象
と
し
た
実
効
性
確
保
手
段
の

整
理
に
つ
い
て
も
未
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。

第
3
章　

米
国

　

本
章
で
は
、
米
国
に
お
け
る
実
効
性
確
保
手
段
に
関
す
る
議
論
の
整
理
を
行
う
。
米
国
で
は
、
問
題
解
消
措
置
の
類
型
化
に
と
も
な
い
、

競
争
当
局
が
実
効
性
確
保
手
段
に
関
し
て
も
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
司
法
省
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
実
効
性
確
保
手
段
の
利
用
に
つ
い
て

自
身
の
態
度
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
が
明
ら
か
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
る
一
九
九
九
年
のA

 

Study of the C
om

m
ission ’s D

ivestiture P
rocess （

19
）、

二
〇
〇
三
年
のStatem

ent of the F
ederal T

rade C
om

m
ission ’s B

ureau of 

C
om

petition on N
egotiating M

erger R
em

edies （
20
）、

司
法
省
に
よ
る
二
〇
〇
四
年
のP

olicy G
uide to M

erger R
em

edies （
21
）（

以
下

「P
olicy G

uide

」
と
記
す
）、
そ
の
ほ
か
競
争
当
局
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
な
ど
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
こ
れ
ら
に
お
け
る
実

効
性
確
保
手
段
に
関
す
る
記
述
に
基
づ
き
、
実
効
性
確
保
手
段
や
、
そ
の
手
段
に
対
す
る
司
法
省
、
連
邦
取
引
委
員
会
の
取
組
み
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

　
（
二
〇
七
四
）
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三
三
一

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

第
1
節　

実
効
性
確
保
手
段
の
紹
介

　

実
効
性
確
保
手
段
と
し
て
、
問
題
解
消
措
置
の
種
類
を
問
わ
ず
利
用
さ
れ
る
①fix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ
、
問
題
解
消
措
置
と
し
て
分
割

が
選
択
さ
れ
る
場
合
に
利
用
さ
れ
る
②m

ix-and-m
atch

ア
プ
ロ
ー
チ
、
③up-front-buyer

の
利
用
、
④trustee

（
受
託
者
）
の
任
命
、

⑤crow
n jew

el
（
王
冠
宝
石
条
項
）
の
設
定
が
あ
る
。
以
下
、
こ
の
順
に
紹
介
、
検
討
し
て
い
く
。

①fix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ

　

fix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
合
併
が
完
了
す
る
前
に
当
事
会
社
と
競
争
当
局
と
の
間
で
問
題
解
消
措
置
を
協
議
、
決
定
す
る
こ
と
を

い
う
。

　

司
法
省
は
、P

olicy G
uide

の
な
か
でfix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ
を
好
意
的
に
捉
え
て
い
る（

22
）。

そ
の
理
由
と
し
て
、fix-it-first

ア
プ
ロ
ー

チ
を
採
用
す
る
と
、
訴
訟
を
提
起
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、
司
法
省
の
リ
ソ
ー
ス
節
約
や
時
間
短
縮
を
図
り
な
が
ら
合
併
前
の
競
争
状
態
を

回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
意
判
決
で
は
受
け
入
れ
可
能
な
潜
在
的
な
買
手
す
べ
て
に
妥
当
す
る
資
産
の
セ
ッ

ト
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、fix-it-first
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
特
定
の
買
手
に
妥
当
す
る
分
割
の
範
囲
を
決
定
す
る
こ
と
が
可
能
な

た
め
、
柔
軟
性
を
も
っ
て
対
処
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る（

23
）。

手
続
面
の
特
徴
と
し
て
、
タ
ニ
ー
（T

unny

）
法
に
よ
る
公
共
の
利
益
の
審
査
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

24
）。

同
意
判
決
は
、
一
九
七
四
年
に
制
定
さ
れ
た
タ
ニ
ー
法
に
従
っ
て
審
査
さ
れ
る
。
タ
ニ
ー
法
は
政
府
が
関
わ

る
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
の
和
解
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
判
事
は
、
同
意
判
決
案
を
承
認
す
る
前
に
、
そ
れ
が
公
共
の
利
益

に
合
致
す
る
か
否
か
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
ト
ラ
ス
ト
局
は
同
意
判
決
案
と
同
時
に
そ
の
競
争
上
の
影
響
に
関
す
る
意
見
を
裁

判
所
に
提
出
し
、
か
つ
、
同
意
判
決
案
及
び
当
該
意
見
を
官
報
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
要
約
等
を
新
聞
に
掲
載
す
る
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
裁
判
所
で
の
決
定
前
に
利
害
関
係
者
に
コ
メ
ン
ト
を
出
す
機
会
を
与
え
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
裁
判
所

　
（
二
〇
七
五
）
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三
三
二

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

は
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
行
い
、
同
意
判
決
の
受
入
れ
が
公
共
の
利
益
に
合
致
し
て
い
る
か
否
か
を
判
断
し
て
判
決
を
下
す
。

　

合
併
事
例
で
は
な
い
も
の
の
こ
れ
ら
の
点
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
事
例
と
し
て
、
一
九
九
五
年
のU

nited States v. M
icrosoft 

C
orp. （

25
）事

件
（
以
下
「
Ｍ
Ｓ
事
件
」
と
記
す
）
に
お
い
て
同
意
命
令
が
下
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
同
意
命
令
が
公
共
の
利
益
基
準
を
満
た
し

て
い
る
か
否
か
を
司
法
省
が
問
題
視
し
て
い
た
が
、
政
府
が
十
分
な
立
証
を
行
な
わ
な
か
っ
た
た
め
に
、Sporkin

判
事
は
同
意
命
令
を
承

認
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
控
訴
審（

26
）

で
は
最
終
的
にSporkin

判
事
に
よ
る
理
由
付
け
が
却
下
さ
れ
、
同
意
命
令
は
承
認
さ
れ
た
。fix-it-

first

ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
こ
と
で
司
法
省
は
公
共
の
利
益
に
関
す
る
司
法
上
の
審
査
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
、
Ｍ
Ｓ
事
件
の
よ
う
な
司

法
に
よ
る
介
入
を
要
求
す
る
こ
と
な
し
に
競
争
の
維
持
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
透
明
性
が
失
わ
れ
た
と
の
批
判
が
あ
り（

27
）、

米
国
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
競
争
当
局
で
あ
る
連
邦
取
引
委
員
会
は
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
好

意
的
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る（

28
）。

そ
の
ほ
か
に
連
邦
取
引
委
員
会
が
好
意
的
で
は
な
い
理
由
と
し
て
、
組
織
の
違
い
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

連
邦
取
引
委
員
会
に
お
け
る
最
終
決
定
は
五
名
の
委
員
の
間
で
な
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
単
独
の
意
思
決
定
者
を
持
つ
司
法
省
に
比
べ
、
連

邦
取
引
委
員
会
で
は
内
部
の
決
定
権
が
分
散
化
し
、
独
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
連
邦
取
引
委
員
会
がfix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ

を
採
用
す
る
際
に
必
要
と
さ
れ
る
決
定
や
交
渉
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

29
）。

　

司
法
省
に
よ
り
処
理
さ
れ
た
近
年
の
企
業
結
合
事
案
で
あ
り
、
同
意
命
令
が
下
さ
れ
る
こ
と
な
く
処
理
さ
れ
たfix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ

の
利
用
事
例（

30
）

と
し
て
、E

ntercom
 C

om
m

unications C
orporation

（
以
下
「E

ntercom

」
と
記
す
）
に
よ
るN

ew
 York R

adio 

Station

の
取
得
計
画
の
事
例（

31
）が

あ
る
。

　

事
実
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。E

ntercom

は
、C

B
S C

orporation
（
以
下
「
Ｃ
Ｂ
Ｓ
」
と
記
す
）
か
ら
、N

ew
 York R

adio 

Station

を
取
得
す
る
計
画
を
行
っ
た
。

　

司
法
省
は
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
地
域
の
調
査
に
焦
点
を
あ
て
た
。
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
地
域
は
、E

ntercom

が
す
で
に
Ａ
Ｍ
一
局
、
Ｆ
Ｍ
三
局

　
（
二
〇
七
六
）
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三
三
三

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

の
計
四
つ
の
ラ
ジ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て
Ｃ
Ｂ
Ｓ
か
ら
Ｆ
Ｍ
数
局
を
取
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
司
法
省
は
、

E
ntercom

の
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
地
域
の
八
局
の
ラ
ジ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
所
有
権
（ow
nership

）
―
ラ
ジ
オ
広
告
収
入
の
五
七
％
に
な
る

―
が
、
競
争
を
阻
害
し
、
当
該
地
域
の
ラ
ジ
オ
広
告
の
価
格
を
上
げ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

　

Ｆ
Ｃ
Ｃ（

32
）に

よ
る
地
域
所
有
権
に
つ
い
て
の
ル
ー
ル
は
、E

ntercom

が
一
地
域
に
お
い
て
、
五
つ
以
上
の
Ｆ
Ｍ
局
を
も
つ
こ
と
を
禁
止
し

て
お
り
、Entercom

 

に
Ｆ
Ｍ
二
局
を
売
却
す
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
た
。
司
法
省
の
反
ト
ラ
ス
ト
調
査
が
終
了
す
る
前
に
、Entercom

は
、

Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
Ｆ
Ｍ
二
局
と
、E

ntercom

の
Ｆ
Ｍ
一
局
を
第
三
者
に
売
却
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
を
相
談
し
た
。
司
法
省
は
、
第
三
者
へ
の
売

却
に
よ
り
、E

ntercom
の
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
地
域
の
ラ
ジ
オ
広
告
収
入
の
シ
ェ
ア
が
四
〇
％
ま
で
減
少
す
る
と
判
断
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
情

を
考
慮
し
、
司
法
省
は
、
調
査
を
終
了
す
る
決
断
を
行
っ
た
。

②m
ix-and-m

atch

ア
プ
ロ
ー
チ

　

m
ix-and-m

atch

ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
両
当
事
会
社
の
資
産
を
組
み
合
わ
せ
て
分
割
資
産
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
場
合
は
、
単
独
企
業
の
資
産
分
割
よ
り
も
慎
重
な
審
査
が
要
求
さ
れ
る
。
競
争
当
局
は
、
組
み
合
わ
さ
れ

た
資
産
が
効
率
的
に
機
能
す
る
か
否
か
を
決
定
し
、
そ
の
資
産
が
相
当
な
効
率
性
、
規
模
の
経
済
、
範
囲
の
経
済
を
生
じ
さ
せ
る
か
否
か
を

決
定
す
る
。
連
邦
取
引
委
員
会
は
多
く
の
ケ
ー
ス
で
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
き
た（

33
）。

一
方
で
、
資
産
内
容
に
つ
い
て
争
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、F

ederal M
ogul 

の
取
得
事
例（

34
）が

あ
る
。
本
件
は
、
Ｅ
Ｃ
と
米
国
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
先
導
企
業

で
あ
っ
た
自
動
車
部
品
製
造
企
業F

ederal M
ogul

とT
&

N
 plc

が
合
併
す
る
際
にm

ix-and-m
atch

ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
、up- front-

buyer

（
資
産
購
入
者
の
こ
と
を
い
う
。
詳
細
は
後
掲
「
③up-front-buyer
の
利
用
」
の
説
明
参
照
）
も
決
定
し
た
う
え
で
分
割
資
産
を

決
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
分
割
資
産
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
効
率
的
に
稼
働
し
な
い
設
備
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
連
邦
取
引
委
員

　
（
二
〇
七
七
）
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三
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志
社
法
学　

六
〇
巻
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号

会
は
、up-front-buyer

が
米
国
に
お
い
て
競
争
で
き
る
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、T

&
N

 plc

の
進
行
中
の
事
業
に
知

的
財
産
権
を
加
え
て
分
割
資
産
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
再
度
構
成
し
て
承
認
し
た
。
司
法
省
も
、P

olicy G
uide

に
お
い
て
分
割
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
構
成
す
る
際
にm

ix-and-m
atch

ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る（

35
）。

③up-front-buyer
の
利
用

　

up-front-buyer

と
は
、
合
併
当
事
者
が
競
争
当
局
に
問
題
解
消
措
置
と
し
て
分
割
を
申
し
出
る
段
階
で
、
あ
ら
か
じ
め
売
手
が
買
手
を

み
つ
け
て
い
る
場
合
に
、
当
該
買
手
を
指
す
。

　

up-front-buyer

の
要
求
は
、
よ
り
短
期
間
で
の
分
割
の
完
了
を
可
能
と
す
る
。
ま
た
、
競
争
の
維
持
又
は
回
復
を
可
能
と
す
る
買
手
の

発
見
が
合
併
当
事
者
に
は
不
可
能
で
あ
る
リ
ス
ク
や
、
分
割
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
に
資
産
価
値
が
低
下
す
る
可
能
性
を
減
少
さ
せ
る
。
連

邦
取
引
委
員
会
は
、
問
題
解
消
措
置
が
効
果
的
で
な
く
な
る
と
い
う
リ
ス
ク
を
、up-front-buyer

を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
り
最
小
化
す
る（

36
）

と
し
て
、up-front-buyer

の
利
用
に
積
極
的
で
あ
る
。
独
立
し
た
継
続
中
の
事
業
よ
り
も
小
さ
い
資
産
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
当
事
者
が
分
割
し

よ
う
と
す
る
場
合
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
通
常up-front-buyer

を
要
求
す
る（

37
）。

連
邦
取
引
委
員
会
がup-front-buyer

を
要
求
し
た
例

と
し
て
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
な
ど
湾
岸
部
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展
開
す
るJitney-Jungle

とD
elcham

ps

の
合
併
事
例（

38
）が

あ
る（

39
）。

両
社

が
合
併
す
る
と
、
二
二
三
も
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
る
。
本
件
で
は
そ
の
う
ち
一
〇
店
舗
を
卸
売
業
者
で
あ
る

Supervalu

に
譲
渡
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
に
詳
細
な
規
定
が
定
め
ら
れ
、Supervalu

が
自
身
で
経
営
す
る
か
、up-front-buyer

と
し
て
承
認
さ
れ
た
二
つ
の
チ
ェ
ー
ン
に
売
却
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
他
方
、
司
法
省
は
一
定
の
状
況
下
で
はup-front-buyer

の
要

求
は
戦
略
的
な
手
段
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
要
求
し
た
こ
と
は
な
く
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
態
度
を
明
ら
か
に

は
し
て
い
な
い（

40
）。

　
（
二
〇
七
八
）
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三
三
五

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

④trustee

（
受
託
者
）
の
任
命

　

trustee

（
以
下
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
「
受
託
者
」
と
記
す
）
と
は
、
分
割
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
任
命
さ
れ
る
専
門
的
知
識
を
有

す
る
者
を
指
す
。
受
託
者
は
分
割
資
産
の
購
入
者
の
適
否
を
判
断
し
、
競
争
当
局
の
承
認
を
得
た
あ
と
に
分
割
を
完
了
さ
せ
る
。
受
託
者
の

任
命
に
関
し
て
、P

olicy G
uide

で
は
、
合
併
当
事
者
が
要
求
さ
れ
た
期
間
内
に
買
手
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
受
託
者
を

任
命
す
る
旨
を
合
併
事
例
の
同
意
命
令
す
べ
て
に
規
定
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る（

41
）。

受
託
者
を
任
命
す
る
こ
と
は
、
同
意
命
令
を
迅
速
か

つ
効
率
的
に
実
行
す
る
た
め
の
手
段
と
な
り
う
る
た
め
、
分
割
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る
こ
と
と
な
る
。
司
法
省
が
同
意
命
令
の
な
か
に
受

託
者
の
任
命
を
規
定
し
た
事
例
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
の
合
併
事
例（

42
）が

あ
る
。
本
件
は
、
長
距
離
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
バ
イ
ダ

で
あ
る
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
の
完
全
子
会
社
と
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
と
し
て
米
国
国
内
で
最
大
の
企
業
で
あ
る
Ｔ
Ｃ
Ｉ
と
の
合
併
事
例
で

あ
っ
た
。
問
題
解
消
措
置
と
し
て
、
Ｔ
Ｃ
Ｉ
が
保
有
す
るSprint P

C
S

の
株
式
の
譲
渡
に
よ
る
分
割
が
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
受
託
者
が

任
命
さ
れ
、
終
局
判
決
が
下
さ
れ
て
か
ら
三
年
以
内
に
株
式
を
一
〇
％
以
下
に
減
ら
し
、
さ
ら
に
終
局
判
決
が
下
さ
れ
て
か
ら
五
年
以
内
の

分
割
の
完
了
が
要
求
さ
れ
た
。
連
邦
取
引
委
員
会
も
、
近
年
の
分
割
命
令
す
べ
て
に
受
託
者
の
任
命
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
る（

43
）。

司
法

省
よ
り
も
連
邦
取
引
委
員
会
の
方
がtrustee

の
任
命
に
、
よ
り
積
極
的
で
あ
る
と
さ
れ
る（

44
）。

こ
の
よ
う
に
、
受
託
者
の
任
命
は
実
効
性
確

保
手
段
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る（

45
）。

⑤crow
n jew

el

（
王
冠
宝
石
条
項
）
の
設
定

　

crow
n jew

el

と
は
、
当
事
会
社
が
提
案
す
る
事
業
分
割
の
計
画
に
競
争
当
局
が
加
え
る
追
加
条
件
を
指
す
。
問
題
解
消
措
置
の
履
行
と

実
効
性
確
保
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
積
極
的
にcrow

n jew
el

を
活
用
し
て
い
る（

46
）。

そ
の
例
と
し
て
、A

hold

の
取
得
事
例
が
あ
る（

47
）。

本
件
で
は
、
ス

　
（
二
〇
七
九
）
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三
三
六

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展
開
す
るA

hold

がStop&
Stop

の
議
決
権
を
取
得
し
た
。
両
社
の
活
動
地
域
に
は
重
複
し
て
い
な
い
部
分
も
あ
っ

た
が
、N

ew
 E

ngland

を
は
じ
め
と
し
て
い
く
つ
か
の
地
域
に
お
い
て
両
社
と
も
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展
開
し
て
い
た
。
い
く
つ
か

の
地
域
に
お
い
て
競
争
を
減
殺
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
三
〇
日
以
内
に
三
〇
店
舗
の
譲
渡
に
よ
る
分
割
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
要
求

さ
れ
た
。
し
か
し
、
分
割
は
完
成
し
な
か
っ
た
た
め
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
受
託
者
を
任
命
し
た
。
そ
し
てcrow

n jew
el

が
設
定
さ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
分
割
予
定
の
資
産
が
分
割
さ
れ
な
い
場
合
、
両
社
と
も
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展
開
し
て
い
る
地
域
内
で
両
社
が
有
し

て
い
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
追
加
的
に
分
割
資
産
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
追
加
的
に
加
え
ら
れ
た
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
当
初
の
分
割
資
産
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
事
例
で
、crow

n jew
el

に
は
資
産
価
値
を
高
め
る

役
割
が
あ
っ
た（

48
）。

他
方
、
司
法
省
はcrow

n jew
el

を
設
け
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、P

olicy G
uide

で
は
以
下
の

点
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
、crow

n jew
el

に
よ
り
買
手
が
資
産
価
値
を
操
作
で
き
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る（

49
）。

潜
在
的
な
買
手
が

数
人
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
買
手
が
同
意
命
令
にcrow

n jew
el

が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
場
合
、crow

n jew
el

の
価
値
を
下
げ
る

た
め
に
交
渉
を
遅
ら
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
過
度
の
問
題
解
消
措
置
を
命
令
す
る
こ
と
に
よ

り
、
消
費
者
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

50
）。

　

こ
の
ほ
か
、crow

n jew
el 

が
利
用
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、Q

uest D
iagnostics Incorporated

（
以
下
「Q

uest

」
と
記
す
）
に
よ
る
、

U
nilab C

orporation

（
以
下
「U

nilab

」
と
記
す
）
の
取
得
計
画（

51
）

が
あ
る
。
連
邦
取
引
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
当
該
計
画
は
、
北
部
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
先
導
的
な
二
つ
の
実
験
テ
ス
ト
企
業
（lab testing firm

s

）
と
な
り
、
取
得
後
の
企
業
が
協
調
的
に
価
格
を
上
昇
さ

せ
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
関
連
市
場
は
、
北
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
医
療
グ
ル
ー
プ
へ
の
臨
床
テ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
市
場
と
さ

れ
た
。
関
連
地
理
的
市
場
は
北
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
あ
る
。

　

連
邦
取
引
委
員
会
は
、
当
該
取
得
が
、
臨
床
実
験
テ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
集
中
を
実
質
的
に
高
め
る
と
判
断
し
た
。
市
場
に
お

　
（
二
〇
八
〇
）
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三
三
七

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

け
る
取
得
後
の
企
業
の
市
場
シ
ェ
ア
は
、
七
〇
％
を
超
え
る
と
判
断
さ
れ
た
。

　

Q
uest

とU
nilab

は
、
北
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
臨
床
実
験
テ
ス
ト
資
産
をL

aboratory C
orporationn of A

m
erica

（
以
下

「L
abC

orp
」
と
記
す
）
に
分
割
す
る
こ
と
を
問
題
解
消
措
置
と
し
て
約
束
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
産
に
は
、
①
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
四
六
施
設
、
②
五
つ
の
早
期
応
答
（rapid response

）
研
究
所
、
③
医
療
グ
ル
ー
プ
と
のQ

uest

の
契
約
す
べ
て
（U

nilab

対
象
の
も

の
も
一
部
含
む
）、
④
臨
床
実
験
テ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
と
さ
れ
る
関
連
資
産
す
べ
て
、
顧
客
リ
ス
ト
や
顧
客
情
報
を
ふ
く
む
。

そ
し
て
、
分
割
が
完
成
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、Q

uest

が
前
記
資
産
に
北
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
地
方
の
外
来
患
者
用
臨
床
実
験
テ
ス
ト
資

産
を
加
え
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
が
承
認
し
た
買
手
に
六
ヶ
月
以
内
に
分
割
す
る
こ
と
が
命
令
さ
れ
た
。

第
2
節　

小
括

　

こ
の
よ
う
に
、
競
争
当
局
の
態
度
に
差
異
は
見
ら
れ
る（

52
）も

の
の
、
多
く
の
実
効
性
確
保
手
段
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
競
争
当
局
は
と
り
わ

け
分
割
に
つ
い
て
多
く
の
実
効
性
確
保
手
段
を
有
し
て
い
る（

53
）。

そ
れ
は
、
米
国
に
お
い
て
、
分
割
が
問
題
解
消
措
置
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い

る
現
状
か
ら
、
よ
り
確
実
に
分
割
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
実
効
性
を
高
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
争
当
局
の
実
効
性
確
保
へ
の
取
組
み
に
関
し
て
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
が

fix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ
以
外
の
手
段
を
す
べ
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
取
引
委
員
会
が
司
法
省
に

比
べ
て
よ
り
「
規
制
的
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る（

54
）要

因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
適
切
な
問
題
解
消
措
置
を
設
計
す
る
た
め
に
は
、
競
争
当
局

に
よ
る
積
極
的
な
取
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。
米
国
に
お
い
て
、
連
邦
取
引
委
員
会
と
司
法
省
の
両
機
関
が
、
適
切
な
問
題
解
消
措
置
の
設

計
と
そ
の
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
い
か
な
る
役
割
を
果
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
問
題
意
識
を
提
示
し
た
に
と
ど
ま

り
、
検
証
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
両
機
関
の
姿
勢
・
役
割
に
つ
い
て
詳
細
に
検
証
す
る
こ
と
は
、
米
国
に
お
け
る
競
争
当
局
の
役

　
（
二
〇
八
一
）
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三
三
八

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

割
を
考
察
す
る
こ
と
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
に
お
け
る
公
取
委
の
役
割
を
考
え
る
う
え
で
も
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い（

55
）。

第
4
章　

Ｅ
Ｃ

　

本
章
で
は
、
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
実
効
性
確
保
手
段
に
関
す
る
議
論
の
整
理
を
行
う
。
議
論
の
整
理
に
お
い
て
、
主
と
し
て
問
題
解
消
措
置
に

関
す
る
委
員
会
告
示（

56
）（

以
下
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
「
告
示
」
と
記
す
）
に
お
け
る
規
定
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
報
告
書（

57
）、

二
〇
〇
五
年
に

公
表
さ
れ
た
欧
州
委
員
会
の
報
告
書
で
あ
るR

em
edies Study （

58
）を

用
い
る
。

　

Ｅ
Ｃ
で
は
、
告
示
に
お
い
て
、
問
題
解
消
措
置
に
つ
い
て
規
定
が
あ
る
。
告
示
で
は
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト（

59
）は

、
効
果
的
に
、
か
つ
、
短
期

間
に
実
行
（im

plem
entation

）
可
能
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

60
）と

規
定
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
委
員
会
は
、
一
般
に
、
実
行
期
間
の
延
長

は
、
問
題
解
消
措
置
の
実
効
性
を
害
す
る
と
認
識
し
て
い
る（

61
）。

ま
た
、
問
題
解
消
措
置
の
た
め
に
分
割
対
象
と
な
っ
た
事
業
に
は
、
有
効
性

（viability

）
を
確
実
に
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
す
べ
て
の
資
産
お
よ
び
キ
ー
と
な
る
人
員
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
記
述

さ
れ
て
お
り（

62
）、

問
題
解
消
措
置
の
実
効
性
確
保
に
努
め
て
い
る
と
い
え
る（

63
）。

　

以
下
、
具
体
的
な
手
段
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

第
1
節　

実
効
性
確
保
手
段
の
紹
介

　

実
効
性
確
保
手
段
と
し
て
、①fix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ
の
利
用
、②m

ix-and-m
atch

ア
プ
ロ
ー
チ
の
利
用
、③up-front-buyer

の
利
用
、

④crow
n-jew

el

（
王
冠
宝
石
条
項
）
の
設
定
、
⑤
監
視
役
の
受
託
者
（m

onitoring trustee

）
の
利
用
、
⑥
第
三
者
に
よ
る
請
求
シ
ス
テ

　
（
二
〇
八
二
）
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三
三
九

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

ム
の
利
用
、
⑦
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
利
用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

64
）こ

と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
き
、
順
に
紹
介
す
る
。
特
に
記
述
が
な
い
限

り
、
各
手
段
の
内
容
は
、
第
3
章
で
紹
介
し
た
米
国
の
実
効
性
確
保
手
段
の
内
容
と
同
じ
内
容
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

①　

fix-it-first
ア
プ
ロ
ー
チ
の
利
用

　

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
分
割
事
業
が
持
つ
競
争
促
進
効
果
以
上
に
反
競
争
効
果
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
の
合
併
事
例
に
お
い
て
よ
く
用
い
ら

れ
て
い
る
と
さ
れ
、
実
際
にfix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ
が
利
用
さ
れ
た
事
例
も
あ
る（

65
）。fix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ
の
利
用
は
、
米
国
に
お
い
て

広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る（

66
）。

②　

m
ix-and-m

atch

ア
プ
ロ
ー
チ
の
利
用

　

R
em

edies Study

は
、m

ix-and-m
atch

ア
プ
ロ
ー
チ
が
用
い
ら
れ
る
典
型
的
な
状
況
は
、
存
続
す
る
市
場
シ
ェ
ア
が
四
〇
％
以
下
で
あ

り
、
分
割
さ
れ
た
市
場
シ
ェ
ア
が
一
五
〜
三
〇
％
あ
た
り
の
合
併
が
含
ま
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
、m

ix-and-m
atch

ア
プ
ロ
ー
チ
が
利
用

さ
れ
る
の
は
、
分
割
が
問
題
解
消
措
置
と
さ
れ
る
事
例
の
一
四
％
で
あ
り
、
利
用
は
限
定
的
で
あ
る
と
さ
れ
る（

67
）。

③　

up-front-buyer

の
利
用（

68
）

　

up-front-buyer

の
規
定
が
分
割
期
間
の
短
縮
化
に
資
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
す
事
例
も
あ
る
も
の
の（

69
）、

欧
州
委
員
会
は
、
提
案
さ

れ
た
問
題
解
消
措
置
が
実
行
さ
れ
う
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
疑
念
が
あ
り
、up-front-buyer

の
利
用
に
合
理
的
な
理
由
が
あ
る

場
合
にup-front-buyer

を
要
求
す
る
と
し
て
い
る（

70
）。

そ
の
た
め
、
現
在
ま
で
Ｅ
Ｃ
はup-front-buyer

利
用
に
消
極
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

た
だ
し
、
欧
州
委
員
会
は
、
問
題
解
消
措
置
を
短
期
間
に
確
実
に
実
行
す
る
た
め
の
様
々
な
手
段
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
認
識
し
、
そ
れ
に
は
、

　
（
二
〇
八
三
）



企
業
結
合
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
の
実
効
性
確
保
手
段

 

三
四
〇

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

標
準
的
な
様
式
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
るStandard M

odel

とup-front-buyer

の
も
と
で
時
間
の
制
限
を
課
す
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
さ

れ
る（

71
）こ

と
か
ら
、
有
用
な
実
効
性
確
保
手
段
で
あ
る
と
の
認
識
は
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

実
際
にup-front-buyer

が
利
用
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、B

osch

に
よ
るR

exroth

の
取
得
事
例
が
あ
る（

72
）。

本
件
は
、
欧
州
委
員
会
が
合
併

の
承
認
に
関
連
さ
せ
て
分
割
の
際
にup-front-buyer

を
設
け
る
よ
う
に
要
求
し
た
最
初
の
事
例
で
あ
る
。

　

B
osch

に
よ
るR

exroth

の
取
得
に
関
し
て
、
欧
州
委
員
会
は
、hydraulic piston pum

ps

市
場
に
お
け
る
独
占
的
地
位
（dom

inant 

position

）
を
懸
念
し
た
。B

osch

はradical piston pum
ps

の
み
を
、R

exroth

はaxial piston pum
ps

の
み
を
製
造
し
て
い
た
が
、
両

製
品
間
に
は
高
程
度
の
互
換
性
（substitutability

）
が
あ
る
こ
と
を
欧
州
委
員
会
は
指
摘
し
た
。
独
占
的
地
位
の
形
成
を
解
消
す
る
た
め

に
、B

osch

は
、
自
身
のradical piston pum

ps

事
業
を
競
争
者
に
売
却
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
し
か
し
、
調
査
の
結
果
、
競
争
状
態

を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
は
、B

osch

の
提
案
に
よ
る
売
却
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
欧
州
委
員
会
は
指
摘
し
、
取
得
者
が
強
力
な
競
争
者

で
あ
る
こ
と
を
求
め
た
。axial piston pum

ps
市
場
に
お
い
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
で
あ
るR

exroth

を
取
得
し
た
あ
と
に
、「
弱
小
の
」

買
手
にB

osch

が
事
業
を
売
却
し
た
と
し
て
も
、
の
ち
にB

osch

は
、
徐
々
に
市
場
支
配
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。hydraulic

産
業
に
お
け
るB

osch

と
顧
客
の
強
い
関
係
は
、
顧
客
がradical piston pum

ps

か
らhydraulic piston pum

ps

に
移
行
す
る
の
に
十
分

な
も
の
で
あ
る
と
欧
州
委
員
会
は
判
断
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
欧
州
委
員
会
は
、
適
切
な
買
手
が
み
つ
か
る
ま
で
本
件
取
得
を
実
行
し
て
は
な

ら
な
い
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
そ
の
後
ま
も
な
く
、B

osch

は
、
欧
州
に
お
い
て
強
力
な
競
争
者
で
あ
る
米
国
企
業
のM

oog

をup-front-

buyer

と
す
る
こ
と
と
し
た
。
欧
州
委
員
会
も
、
取
得
後
の
当
事
会
社
の
市
場
シ
ェ
ア
が
三
〇
％
以
下
で
あ
る
こ
と
、P

arker, M
oog, 

E
aton/V

ickers

な
ど
の
強
力
な
競
争
者
が
い
た
こ
と
か
ら
、
競
争
上
の
問
題
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　
（
二
〇
八
四
）
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結
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三
四
一

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

④　
crow

n jew
el

（
王
冠
宝
石
条
項
）
の
設
定（

73
）

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
報
告
書
は
、
問
題
解
消
措
置
が
確
実
に
実
行
さ
れ
る
た
め
の
重
要
な
追
加
的
ツ
ー
ル
と
し
て
、up-front-buyer

の
利

用
と
と
も
にcrow

n jew
el

を
挙
げ
る（

74
）。

告
示
の
規
定
で
は
、
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
は
、
分
割
の
有
効
性
が
、
購
入
者
の
事
業
者
性
な
ど
の
有

効
性
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
当
事
者
が
好
む
問
題
解
消
措
置
の
実
行
が
不
明
確
あ
る
い
は
困
難
な
場
合
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
報
告
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
ツ
ー
ル
は
、
欧
州
委
員
会
が
、
通
常
は
市
場
調
査

後
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
分
割
事
業
の
有
効
性
や
売
却
可
能
性
に
つ
い
て
疑
念
を
持
っ
て
い
る
場
合
と
い
っ
た
、
限
ら
れ
た
事
例
に
の
み
適

切
と
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

75
）。

　

ま
た
、R

em
edies Study

で
は
、crow

n jew
el

の
利
用
に
つ
い
て
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
両
方
を
認
識
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る（

76
）。

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
ⅰ
問
題
解
消
措
置
を
タ
イ
ム
リ
ー
な
流
れ
で
実
行
す
る
と
い
う
売
手
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
増
加
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
、

ⅱ
売
手
が
第
一
の
措
置
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
適
切
な
購
入
者
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
場
合
に
膠
着
状
態
を
避
け
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
解
消
措
置

の
実
効
性
を
著
し
く
改
善
し
う
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

77
）。

他
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
複
数
の
措
置
を
準
備
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
が

か
か
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
関
係
企
業
に
お
け
る
危
険
の
増
大
、
お
よ
び
競
争
が
十
分
に
回
復
し
な
い
期
間
が
長
期
間
継
続

す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

78
）。

　

実
際
にcrow

n jew
el

が
提
案
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
ネ
ス
レ
事
件（

79
）が

あ
る（

80
）。

本
件
は
、up-front-buyer

の
利
用
とcrow

n jew
el

の
規

定
が
用
い
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。

　

本
件
の
事
実
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

N
estle

は
、N

estle G
roup

の
全
体
統
括
会
社
で
あ
る
。N

estle G
roup

は
、
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
を
含
む
食
品
の
製
造
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

販
売
を
主
と
し
て
行
っ
て
き
た
。Ralston P

urina

は
、米
国
を
拠
点
と
し
た
企
業
で
あ
り
、主
に
米
国
お
よ
び
カ
ナ
ダ
で
活
動
を
し
て
い
る
。

　
（
二
〇
八
五
）



企
業
結
合
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
の
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効
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確
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手
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三
四
二

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
支
配
し
た
現
地
事
業
者
を
通
じ
て
活
動
を
し
て
い
た
。

　

本
件
は
、N

estle

が
、R

alston P
urina C

om
pany

を
株
式
取
得
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
、R

alston 

P
urina

は
、R

alston P
urina

とA
grolom

en.S.A
.

が
共
同
で
設
立
し
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
（G

allina B
lanca P

urina.S.A
.

）
を

通
し
て
活
動
し
て
い
た
。
欧
州
委
員
会
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
競
争
上
の
懸
念
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
ス
ペ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
、
ド
ラ
イ
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
、
ス
ナ
ッ
ク
に
関
し
て
競
争
上
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
た
。
ド
ラ
イ
ド

ッ
グ
フ
ー
ド
に
関
し
て
は
、R

alston

が
す
で
に
市
場
内
で
主
要
な
地
位
を
有
し
て
い
た
た
め
、
取
得
後
は
支
配
的
地
位
の
形
成
が
懸
念
さ

れ
た
。
ド
ラ
イ
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
、
ス
ナ
ッ
ク
市
場
に
お
い
て
は
、
取
得
後
の
市
場
シ
ェ
ア
が
高
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
他
社
の
市
場
シ
ェ

ア
が
低
い
こ
と
に
よ
り
、
欧
州
委
員
会
は
取
得
に
よ
る
支
配
的
地
位
の
形
成
を
懸
念
し
た
。
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
、
本
件
取
得
は
、
供
給
面

に
お
い
て
著
し
い
集
中
（
取
得
後
の
市
場
シ
ェ
ア
は
約
五
五
〜
六
五
％
と
判
断
さ
れ
た
）
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
、
ギ
リ
シ
ャ
に
お
け
る

ド
ラ
イ
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
市
場
に
関
し
て
競
争
上
の
懸
念
が
あ
る
と
欧
州
委
員
会
は
判
断
し
た
。
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
キ
ャ
ッ

ト
フ
ー
ド
に
関
し
て
懸
念
さ
れ
た
。
取
得
前
は
、N

estle

とR
alston

は
市
場
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
位
、
二
位
の
地
位
に
あ
っ
た
。
取
得

後
の
当
事
会
社
の
市
場
シ
ェ
ア
は
四
〇
〜
五
〇
％
以
上
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
取
得
後
の
支
配
的
地
位
の
形
成
に
つ
な
が
る
と
判
断
さ
れ

た
。

　

問
題
解
消
措
置
と
し
て
、N

estle

、 R
alston

は
、
各
国
に
お
い
て
、
第
三
者
で
あ
る
適
切
な
購
入
者
に
資
産
を
分
割
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

欧
州
委
員
会
に
よ
る
競
争
上
の
評
価
は
、
再
ブ
ラ
ン
ド（

81
）の

必
要
性
を
含
み
提
案
さ
れ
た
問
題
解
消
措
置
が
競
争
上
の
懸
念
に
対
す
る
有
効

な
解
決
法
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、N

estle

、 R
alston

は
、
再
ブ
ラ
ン
ド
が
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
産
業

に
お
い
て
可
能
で
あ
り
、
新
規
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
取
得
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
に
十
分
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
た
め
の

十
分
な
期
間
が
あ
る
と
示
し
た
。
問
題
解
消
措
置
の
範
囲
（
全
て
の
ブ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
含
め
た
点
に
関
し
て
）
と
同
様
、
期
間
（
ラ

　
（
二
〇
八
六
）



企
業
結
合
に
お
け
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消
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の
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三
四
三

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

イ
セ
ン
ス
お
よ
び
非
競
合
で
あ
る
と
い
う
点
に
関
し
て
）
が
こ
れ
ら
の
基
準
を
満
た
し
た
の
は
こ
の
市
場
テ
ス
ト
に
拠
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
市
場
に
お
け
る
分
割
の
第
一
の
提
案
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
っ
た
。
分
割
は
、N

estle

ブ
ラ
ン
ド
の
ド
ラ
イ
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー

ド
、
ド
ラ
イ
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
、
ウ
エ
ッ
ト
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
、
ウ
エ
ッ
ト
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
、
キ
ャ
ッ
ト
用
お
よ
び
ド
ッ
グ
用
ス
ナ
ッ
ク
等
、

あ
る
い
は
、A

grolim
en S.A

と
のG

allina B
lanca P

urina JV

に
お
け
るR

alston P
urina

の
株
式
が
対
象
と
な
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
に
お

け
るN

estle

ブ
ラ
ン
ド
の
ド
ラ
イ
キ
ャ
ッ
ト
フ
ー
ド
お
よ
び
ド
ラ
イ
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
事
業
の
分
割
に
は
、F

riskies

お
よ
びV

ital B
alance

ブ
ラ
ン
ド
の
排
他
的
ラ
イ
セ
ン
ス
が
含
ま
れ
る（

82
）。N

estle

が
分
割
対
象
と
し
た
資
産
に
は
、
カ
ス
テ
ル
ビ
ス
バ
ル
（C

astellbisbal

）
村
に

お
け
る
工
業
用
地
、
関
連
す
る
流
通
、
販
売
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
も
含
ま
れ
る
。

　

第
一
の
提
案
に
対
す
る
欧
州
委
員
会
の
評
価
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

N
estle

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
るF

riskies

の
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
製
品
の
分
割
（F

riskies

の
ド
ラ
イ
ド
ッ
グ
、
ド
ラ
イ
キ
ャ
ッ
ト
、

小
売
棚
で
見
受
け
ら
れ
るF

riskies

の
製
品
）
は
、V

ital B
alance

ブ
ラ
ン
ド
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
市
場
に
お
け
る
単
独
の
独
占

の
問
題
を
排
除
す
る
。
分
割
対
象
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、（
量
の
面
で
も
価
格
の
面
で
も
）

著
し
い
販
売
を
誇
っ
て
い
る
。
問
題
解
消
措
置
と
し
て
の
分
割
は
、
本
件
取
得
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
重
複
部
分
を
除
去
し
、
取
得
前
に

R
alston P

urina

が
既
に
保
有
し
て
い
る
市
場
シ
ェ
ア
よ
り
も
高
く
な
る
こ
と
は
な
い
（
ド
ラ
イ
ド
ッ
グ
三
〇
〜
四
〇
％
、
ド
ラ
イ
キ
ャ
ッ

ト
二
〇
〜
三
〇
％
）。
さ
ら
に
、
カ
ス
テ
ル
ビ
ス
バ
ル
村
で
分
割
が
予
定
さ
れ
る
施
設
は
、
近
年
立
て
ら
れ
た
近
代
的
な
施
設
で
あ
る
。
分

割
対
象
の
事
業
は
、
全
体
的
に
独
立
型
の
事
業
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
前
記
以
外
のF

riskies

ブ
ラ
ン
ド
を
有
す
る
事
業
の
分
割
は
、
間
接
的
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
効
果（

83
）が

あ
る
た
め
に
、
分
割
事
業

が
購
入
者
に
と
っ
て
有
効
な
事
業
と
は
な
ら
な
い
可
能
性
を
排
除
す
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
効
果
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
購
入
者
は
、
取

得
さ
れ
た
製
品
を
再
ブ
ラ
ン
ド
す
る
良
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
る
よ
う
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
購
入
者
は
合
併
企
業
の
手
中
に
残
っ
た
同
様

　
（
二
〇
八
七
）
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の
ブ
ラ
ン
ド
と
は
間
接
的
な
競
争
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。F

riskies

お
よ
びV

ital B
alance

ブ
ラ
ン
ド
の
排
他
的
ラ
イ
セ
ン
ス
の
継
続
は
、

関
連
ス
ペ
イ
ン
市
場
に
お
い
て
意
味
の
あ
る
競
争
単
位
と
し
て
事
業
を
設
立
し
、
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
購
入
者
に
と
っ
て
十
分
な
も
の
で

あ
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
市
場
に
お
け
る
分
割
の
第
二
の
提
案
は
、N

estle

が
、G

allina B
lanca P

urina JV

に
お
け
るR

alson P
urina

の
株
式
を

五
〇
％
譲
渡
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
二
の
提
案
に
対
す
る
欧
州
委
員
会
の
評
価
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

当
該
分
割
は
、
重
複
を
取
り
除
き
、
ま
た
、
新
規
の
独
立
し
た
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
創
出
に
よ
り
競
争
促
進
的
と
な
る
。
こ
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は

ス
ペ
イ
ン
（
そ
し
て
可
能
で
あ
れ
ば
他
の
Ｅ
Ｅ
Ａ
加
盟
国
）
に
お
け
る
い
く
つ
も
の
関
連
市
場
に
お
い
て
競
争
す
る
で
あ
ろ
う
。P

urina

ブ

ラ
ン
ド
の
利
用
制
限
も
、N

estle

ブ
ラ
ン
ド
に
関
し
て
書
い
た
よ
う
に
、
五
〇
％
の
株
式
購
入
の
一
定
期
間
の
保
護
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
件
は
、
以
下
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
て
い
る
。
ネ
ス
レ
事
件
と
フ
ァ
イ
ザ
ー
事
件（

84
）に

お
い
て
、
結
果
的
に
、
第
二
の
代
替
案
に
戻
る
こ

と
な
く
、
欧
州
委
員
会
は
第
一
の
問
題
解
消
措
置
を
当
事
会
社
に
課
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
、crow

n-jew
els

の
規
定
は
、
あ
と

に
な
っ
て
判
断
し
て
み
れ
ば
、
不
適
切
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
選
択
し
た
オ

プ
シ
ョ
ン
を
成
功
さ
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
増
す
結
果
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る（

85
）。

　

ま
た
、
当
時
の
欧
州
委
員
会
競
争
政
策
担
当
委
員
で
あ
っ
たM

ario M
onti

は
、
ネ
ス
レ
事
件
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
の
実
効
性
に
つ

い
て
、
以
下
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
第
一
の
選
択
肢
（
ラ
イ
セ
ン
ス
）
は
、
こ
の
選
択
肢
が
決
め
ら
れ
た
日
時
ま
で
に
実
行
さ
れ
な
け

れ
ば
、
第
三
者
が
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
第
二
の
選
択
肢
（crow

n jew
el

・
分
割
）
が
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

第
二
の
選
択
肢
に
は
、
よ
り
広
範
か
つ
容
易
に
売
却
可
能
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
た（

86
）。

　
（
二
〇
八
八
）
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⑤　
m

onitoring trustee

（
監
視
役
の
受
託
者
）
の
利
用

　

受
託
者
が
任
命
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
一
見
し
て
明
白
に
反
競
争
効
果
が
な
い
場
合
な
ど
の
限
ら
れ
た
場
合
に
し
か
な
い
と
さ

れ
る（

87
）。

　

受
託
者
は
、
欧
州
委
員
会
に
指
名
、
承
認
さ
れ
る
。
受
託
者
は
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
実
行
を
監
視
す
る
。
最
終
的
に
は
当
事
者
が
分
割
を

コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
な
事
業
の
売
却
に
関
し
て
、
欧
州
委
員
会
か
ら
委
任
を
受
け
る
。
受
託
者
の
任
命
、
任
務
、
権
限
に
つ
い
て
は
告
示（

88
）で

規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
務
的
な
経
験
に
よ
り
、
受
託
者
の
指
名
、
受
託
者
の
役
割
は
事
前
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
定
義
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
欧
州
委
員
会
と
当
事
者
間
、
あ
る
い
は
、
受
託
者
と
当
事
者
間
で
生
じ
る
潜
在
的
な
対
立
は
、
受
託
者
任
命

の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
受
託
者
の
役
割
、
当
事
者
と
の
関
係
に
お
け
る
受
託
者
の
権
限
の
範
囲
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処

す
る
た
め
に
、
欧
州
委
員
会
は
、m

odel texts for divestiture com
m

itm
ents （

89
）と

と
も
に
、standard term

s for trustee m
andates （

90
）

を
公
表
し
た
。

　

受
託
者
は
、
当
事
者
と
は
独
立
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
任
務
を
実
行
す
る
に
必
要
と
さ
れ
る
資
格
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
す
る
。
そ

し
て
、
利
害
関
係
の
衝
突
に
さ
ら
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る（

91
）。

分
割
の
受
託
者
は
、
事
例
の
状
況
に
応
じ
て
、
分
離
保
有
の
受
託
者
あ
る
い
は

監
視
役
の
受
託
者
と
同
一
人
物
で
あ
る
も
の
と
す
る
。
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
指
名
の
手
続
、
選
任
の
基
準
、
受
託
者
の
任
務
に
つ
い
て
明
示

し
て
い
る
こ
と
を
、
欧
州
委
員
会
は
要
求
す
る
。
実
際
に
、
監
視
役
の
受
託
者
、
分
離
保
有
の
受
託
者
は
、
経
済
的
な
有
効
性
・
市
場
（
に

お
け
る
可
能
）
性
（m

arketability

）、
競
争
力
を
継
続
的
に
維
持
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
分
割
事
業
の
継
続
的
な
管
理
を
監
視
す
る
際

に
キ
ー
と
な
る
役
割
を
果
た
す
。
こ
の
関
連
で
、
受
託
者
は
、
購
入
者
へ
の
分
割
事
業
の
売
却
が
欧
州
委
員
会
に
よ
っ
て
完
了
す
る
ま
で
は
、

受
託
者
は
、
売
却
プ
ロ
セ
ス
と
、
当
事
者
が
有
す
る
分
離
保
有
の
義
務
も
監
視
す
る
。
当
事
者
が
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
遵
守
し
て
い
る
か
否

か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
受
託
者
は
措
置
を
当
事
者
に
提
案
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
措
置
を
強
要
す
る
権
限
は
な
い
。
通
常
の

　
（
二
〇
八
九
）
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報
告
に
加
え
、
遵
守
を
し
て
い
な
い
と
い
う
受
託
者
か
ら
欧
州
委
員
会
へ
の
申
立
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
受
託
者
が
欧
州
委
員
会
に
提
出
す

る
特
定
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
当
事
者
が
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
十
分
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。
受
託
者
と
委
員
会

と
の
間
の
「
キ
ッ
ク
オ
フ
の
」
協
議
は
、
欧
州
委
員
会
が
受
託
者
を
指
名
す
る
前
で
あ
っ
て
も
、
有
益
な
委
託
・
受
託
の
関
係
を
構
築
す
る

に
は
有
益
で
あ
り
、
ま
た
、
受
託
者
が
委
員
会
の
期
待
を
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
。

　

欧
州
委
員
会
は
、
分
割
の
受
託
者
に
関
し
て
限
ら
れ
た
経
験
し
か
有
し
て
い
な
い（

92
）。

最
終
的
に
は
最
低
価
格
で
分
割
を
す
る
と
い
う
受
託

者
の
権
限
は
、
通
常
、
最
初
の
分
割
期
間
内
に
売
却
す
る
義
務
を
守
る
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
当
事
者
に
与
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ

う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
与
え
ら
れ
る
の
は
、
当
事
者
自
身
が
潜
在
的
な
購
入
者
を
探
す
こ
と
を
担
当
し
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
や
委
員
会
決
定
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
し
て
欧
州
委
員
会
に
よ
る
承
認
に
関
す
る
基
準
に
合
致
し
た
場
合
で
あ
る
。

⑥
第
三
者
に
よ
る
請
求
シ
ス
テ
ム
の
利
用

　

第
三
者
と
は
、
主
と
し
て
消
費
者
、
供
給
者
、
競
争
者
で
あ
る
。
第
三
者
が
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
不
履
行
を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
は
、
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
監
視
手
段
と
し
て
有
用
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

93
）。

⑦
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
利
用

　

R
em

edies Study

に
よ
れ
ば
、
仲
裁
に
よ
る
紛
争
解
決
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
利
用
も
実
効
性
確
保
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
り（

94
）、

有
用
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る（

95
）。

　

以
上
が
、
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
実
効
性
確
保
手
段
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
手
段
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
実
効
性
を
高
め
る
べ
く
欧
州
委
員
会
が
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
し
て
、
反
競
争
効
果
を
取
り
除
く
た
め
の
問
題
解
消
措
置
を
設
計
す
る
際
に
、
実
効
性
を
も
視
野
に
入
れ
て
設
計
を

　
（
二
〇
九
〇
）
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行
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
以
下
、
問
題
解
消
措
置
の
選
択
の
際
に
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に
講
じ
ら
れ
う
る
方
法
と
し
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
方
法
を
三
点
挙
げ
る
。

　

第
一
に
、
問
題
解
消
措
置
と
し
て
課
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
問
題
解
消
措
置
の
有
効
性
（effectiveness

）
に
資
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る（

96
）。

　

第
二
に
、
問
題
解
消
措
置
と
し
て
分
割
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
適
切
に
設
計
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る（

97
）。

多
く
の
事
例
で
、
当
事
者
は
、
分
割
、

お
よ
び
欧
州
委
員
会
の
競
争
上
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
市
場
へ
の
参
入
の
促
進
を
目
的
と
し
た
ほ
か
の
問
題
解
消
措
置
を
含
む
、
問
題

解
消
措
置
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
電
話
通
信
、
メ
デ
ィ
ア
、
輸
送
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
複
雑
な
契
約
が
関
係
す
る
産
業
に
お
け
る
集
中
の
事
例
に
あ
て
は
ま
る
。

　

第
三
に
、
分
割
期
間
を
適
切
に
設
定
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
合
併
の
問
題
解
消
措
置
を
実
行
す
る
際
の
期
限
に
関
し
て
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（

98
）。

明
確
か
つ
短
期
間
の
分
割
期
限
は
、
通
常
、
最
初
の
分
割
期
間
で
は
六
ヶ
月
以
上
に
は
な
ら
ず
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
た
め
に
有
効
と
な
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
分
割
期
間
の
短
縮
化
と
い
う
、
問
題
解
消
措
置
の
実
行
と

し
て
成
功
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、
欧
州
委
員
会
の
合
併
承
認
の
あ
と
間
も
な
く
当
事
者
が
分
割
プ
ロ
セ
ス
に
入
る
こ
と
、
そ
し
て
、
分
割
事

業
が
不
確
実
な
期
間
を
短
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
2
節　

小
括

　

Ｅ
Ｃ
で
は
、
告
示
に
お
い
て
、
問
題
解
消
措
置
の
実
行
に
つ
い
て
規
定
が
あ
る
。
短
期
間
の
実
行
が
望
ま
し
い
こ
と
、
分
割
対
象
に
は
有

効
性
に
資
す
る
資
産
、
人
員
す
べ
て
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
問
題
解
消
措
置
の
実
行
に
関
し
て
規
定
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
特
徴
と
い
え
る
。

　
（
二
〇
九
一
）
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米
国
と
同
様
に
、
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
も
多
数
の
実
効
性
確
保
手
段
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
欧
米
間
で
大
き
な
差
異
は
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
Ｅ
Ｃ
で
は
、fix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ
、m

ix-and-m
atch

ア
プ
ロ
ー
チ
、up-front-buyer

の
利
用
に
つ
い
て
、
そ
の
利

用
は
限
定
的
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
た
事
例
は
存
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

個
々
の
事
例
で
い
か
な
る
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
る
か
と
い
う
利
用
の
指
標
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
を
使
う
際
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
がR

em
edies Study

を
は
じ
め
と
す
る
研
究
に
よ
り
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｃ
に
お
い
て
は
現
在
、
多
く
の
実
効
性
確
保
手
段
の
存
在
、
そ
の
利
用
時
の
留
意
点
、
利
用
の
指
標
が
、
過
去
の
事
例
、

そ
れ
ら
の
事
例
を
対
象
と
し
た
研
究
等
に
よ
り
明
確
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
Ｅ
Ｃ
は
問
題
解
消
措
置
の
実
効
性
確
保
に
努

め
て
い
る
と
い
え
る
。

　

今
後
、
実
効
性
確
保
手
段
が
講
じ
ら
れ
る
企
業
結
合
事
例
が
多
数
生
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
る
も
の
と
予
想
、

期
待
さ
れ
る
。第

5
章　

課
題
と
提
言

　

本
章
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
・
米
・
欧
の
議
論
、
事
例
の
紹
介
を
通
し
て
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
を
提
示
し
（「
⑴
現
状
か
ら
み
た
課
題
」）、

若
干
の
提
言
を
行
い
た
い
（「
⑵
若
干
の
提
言
」）。

⑴　

現
状
か
ら
み
た
課
題

　
「
第
2
章　

日
本
の
現
状
」
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
現
在
、
日
本
に
お
い
て
、
実
効
性
確
保
手
段
は
、
整
理
・
類
型
化
す
る
に
十
分
な
ほ

　
（
二
〇
九
二
）
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ど
の
研
究
、
事
例
が
備
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
は
、「
第
3
章　

米
国
」「
第
4
章　

Ｅ
Ｃ
」
に
お
け
る
実
効
性
確
保
手
段
の
紹

介
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

日
本
の
企
業
結
合
事
例
に
お
い
て
問
題
解
消
措
置
が
設
計
さ
れ
た
の
は
、
新
日
鉄
合
併
事
件
の
存
在
な
ど
か
ら
近
時
の
こ
と
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
近
年
の
相
談
事
例
の
中
で
多
様
な
問
題
解
消
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。

た
だ
、
そ
の
際
、
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
当
該
問
題
解
消
措
置
の
設
計
が
適
切
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
問
題
解
消
措
置
を
実
行
す
る
に
も
、
当
該
問
題
解
消
措
置
が
反
競
争
効
果
を
除
去
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
意
味
で
先
に
反
競
争
効
果
と
問
題
解
消
措
置
と
の
適
合
性
が
注
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
企
業
結
合
事
例
に
多
く
の
種
類
の
問
題
解
消
措
置
が
講
じ
ら
れ
う
る
状
況
と
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
度
は
そ
れ
ら
の
問
題
解
消
措
置

を
い
か
に
確
実
に
実
行
し
て
い
く
か
と
い
う
実
効
性
確
保
手
段
が
一
層
問
題
と
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
問
題
解
消
措
置
を
で
き
る
限
り
短
期
間
に
実
行
す
べ
き
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
具

体
的
手
段
に
つ
い
て
は
譲
渡
の
際
の
譲
受
先
決
定
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
に
お
い
て
も
、
実

効
性
確
保
手
段
の
重
要
性
お
よ
び
事
後
検
証
の
必
要
性
に
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。

　

実
際
に
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
企
業
結
合
の
実
行
前
に
譲
受
先
が
決
定
し
て
い
た
事
例
は
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
そ

の
数
は
多
く
な
い
。
実
際
に
問
題
解
消
措
置
設
計
の
段
階
で
譲
受
先
が
決
定
さ
れ
た
事
例
は
、
本
稿
「
第
2
章
第
2
節　

先
例
」
で
取
り
上

げ
た
大
日
本
イ
ン
キ
化
学
工
業
株
式
会
社
と
旭
化
成
ラ
イ
フ
＆
リ
ビ
ン
グ
株
式
会
社
に
よ
る
二
軸
延
伸
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
シ
ー
ト
事
業
の
統
合

（
平
成
一
六
年
度
事
例
三
）
以
外
に
も
、
新
日
鉄
合
併
事
件
、
王
子
製
紙
・
神
崎
製
紙
合
併
事
例
（
平
成
五
年
度
事
例
一
）
な
ど
が
あ
る
。

し
か
し
、「
第
3
章　

米
国
」、「
第
4
章　

Ｅ
Ｃ
」
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
譲
受
先
の
決
定
以
外
に
も
多
く
の
実
効
性
確
保
手
段
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
、
日
本
に
お
い
て
、
実
効
性
確
保
手
段
は
、
整
理
・
類
型
化
す
る
に
十
分
な
ほ
ど
の
研
究
、
事
例
が
備
わ
っ
て
い
る

　
（
二
〇
九
三
）
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と
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
日
本
に
お
い
て
は
、
実
効
性
確
保
手
段
が
講
じ
ら
れ
た
事
例
、
ま
た
そ
れ
ら
の
事
例
を
研
究
対
象

と
し
た
議
論
、
実
証
研
究
の
蓄
積
が
待
た
れ
る
。

⑵　

若
干
の
提
言

　

前
述
の
よ
う
に
、
現
状
で
は
、
適
切
な
問
題
解
消
措
置
設
計
が
な
さ
れ
て
も
、
実
際
に
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
当
該
企
業
結
合
に
よ
る
反
競

争
効
果
を
完
全
に
除
去
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
可
能
性
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
問
題
解
消
措
置
は
確
実
に
実
行
さ
れ
て
こ
そ
は
じ
め
て

反
競
争
効
果
が
除
去
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
確
実
に
問
題
解
消
措
置
を
実
行
す
る
た
め
の
手
段
、
す
な
わ
ち
実
効
性
確
保
手
段
を
明
ら
か

に
し
、
実
際
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
企
業
結
合
審
査
の
透
明
性
、
予
見
可
能
性
、
法
的
安
定
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　

で
は
、
現
在
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
克
服
す
る
か
、
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
は
、
現
在
の
企
業
結
合
審
査
の
手
続
き
自
体
を
変
更
す
る
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。
現
状
で
は
、
企
業
結
合
審
査
の
中
で
事
前
相

談
に
よ
る
処
理
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
必
ず
し
も
企
業
結
合
審
査
の
透
明
性
、
予
見
可
能
性
、
法
的
安
定
性
の
向

上
に
寄
与
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
近
年
、
公
取
委
の
事
件
処
理
手
続
き
や
事
件
処
理
手
続
き
に
係
る
組
織
構
成
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
議
論
を
受
け
、
法
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
現
状
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る

と
、
企
業
結
合
審
査
の
手
続
き
そ
の
も
の
に
つ
い
て
議
論
を
し
、
法
改
正
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
も
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
う
は
言
っ
て
も
、
法
や
手
続
き
の
改
正
に
は
、
十
分
な
議
論
、
検
討
、
時
間
が
必
要
と
な
る
。
欧
米
の
状
況
を
参
考
に
す
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
制
度
、
手
続
き
等
の
違
い
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

99
）。

前
記
提
案
だ
け
で
は
現
在
の
課
題
を

ど
の
よ
う
に
克
服
す
る
か
と
い
う
提
案
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
現
在
の
手
続
き
の
枠
組
み
を
変
え
ず
に
で
き
う
る
方
法
と

し
て
、
以
下
の
二
点
を
提
言
し
た
い
。

　
（
二
〇
九
四
）
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第
一
点
目
と
し
て
、
公
取
委
に
よ
る
事
前
相
談
の
公
表
内
容
を
詳
細
に
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
い
。
公
取
委
は
、
一
九
九
三
年
度
以
降
、

相
談
事
例
を
詳
細
に
公
表
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
一
九
九
六
年
度
以
降
は
事
前
相
談
段
階
に
お
け
る
断
念
事
例
を
初
め
て
公
表
す
る
な

ど
、
公
表
内
容
が
充
実
し
て
い
る
。
事
前
相
談
制
度
に
対
す
る
不
透
明
性
の
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
現
在
問
題
は
緩
和
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
企
業
結
合
審
査
の
透
明
性
、
予
見
可
能
性
、
法
的
安
定
性
が
十
分
に
高
ま
っ
た
と
言
え
る
ほ

ど
の
先
例
が
公
表
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
公
取
委
と
当
事
会
社
が
、
当
該
企
業
結
合
に
関
す
る
状
況
や
情
報
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
、
問
題
解
消
措
置
を
設
計
、
実
行
し
て
い
く
協
議
を
行
っ
た
の
か
、
そ
の
内
容
、
プ
ロ
セ
ス
が
見
え
に
く
い
場
合
が
あ
る（

100
）。

し
た
が
っ
て
、

公
表
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
に
期
待
し
た
い
。

　

第
二
点
目
と
し
て
、
現
在
ま
で
の
企
業
結
合
事
例
を
対
象
と
し
て
事
後
的
に
検
証
、
検
討
を
さ
ら
に
す
す
め
る
こ
と
を
提
言
し
た
い
。
二

〇
〇
七
年
に
公
取
委
が
公
表
し
た
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
は
、
事
後
的
な
検
証
を
行
っ
た
点
で
評
価
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
事

後
的
検
証
調
査
報
告
書
は
公
取
委
が
選
択
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
り
、
欧
米
で
の
実
証
研
究
の
よ
う
な
総
合
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
欧
米
で
実
効
性
確
保
手
段
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
に
つ
い
て
、
日
本
に
お
い
て
も
有

効
に
機
能
し
う
る
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
現
在
ま
で
の
企
業
結
合
事
例
を
問
題
解
消
措
置
別
に
検
討
対
象
と
し
、
問

題
解
消
措
置
は
遅
滞
な
く
実
行
さ
れ
た
か
否
か
、
問
題
解
消
措
置
の
実
行
の
際
に
問
題
が
生
じ
な
か
っ
た
否
か
、
生
じ
た
の
で
あ
れ
ば
そ
の

問
題
は
何
で
あ
っ
た
か
等
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
も
と
に
、
日
本
に
お
け
る
実
効
性
確
保
手
段
に
つ
き
、

整
理
、
類
型
化
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
日
本
と
欧
米
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
効
性
確
保
手
段
を
実
行
す
る
手
続
が
異
な
る
こ
と
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
成
果
は
必
ず
企
業
結
合
審
査
の
透
明
性
、
予
見
可
能
性
、
法
的
安
定
性
の
向
上
に
寄
与
す
る

で
あ
ろ
う
。

　

な
ぜ
前
記
二
つ
の
提
言
を
行
っ
た
か
と
い
う
と
、
適
切
な
問
題
解
消
措
置
の
選
択
お
よ
び
そ
の
実
行
に
は
、
競
争
当
局
と
当
事
会
社
と
の

　
（
二
〇
九
五
）
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入
念
な
交
渉
、
協
議
が
不
可
欠
だ
か
ら
で
あ
る
。「
第
3
章　

米
国
」、「
第
4
章　

Ｅ
Ｃ
」
で
紹
介
し
た
事
例
で
は
、
い
ず
れ
も
競
争
当
局

と
当
事
会
社
が
問
題
解
消
措
置
お
よ
び
そ
の
実
効
性
確
保
手
段
を
協
議
し
て
い
た
。
な
か
に
は
協
議
を
重
ね
た
事
例
や
、
い
く
つ
も
の
実
効

性
確
保
手
段
を
準
備
し
て
い
た
事
例
も
あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
は
、
問
題
解
消
措
置
の
協
議
を
行
う
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
持
つ
の
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
公
取
委
と
い
う
よ
り
は
当
事
会
社
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
た
と
え
最
終
的
に
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で

協
議
さ
れ
る
と
し
て
も
、
当
事
会
社
に
と
っ
て
は
事
前
相
談
に
臨
む
前
に
参
考
と
な
る
よ
う
な
先
例
、
研
究
に
よ
り
情
報
を
得
て
お
く
こ
と

は
非
常
に
有
用
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
前
相
談
時
の
時
間
や
リ
ソ
ー
ス
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
公
取
委
側
に
と
っ

て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
日
本
で
は
問
題
解
消
措
置
は
ま
ず
事
前
相
談
に
お
い
て
協
議
さ
れ
る
た
め
、
と
も
す
る
と
密
室
で
の
協
議
と
な

り
や
す
い
。
し
か
し
、
事
例
や
研
究
を
積
極
的
に
公
表
す
る
こ
と
で
そ
の
よ
う
な
指
摘
は
あ
る
程
度
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
行
っ

た
提
言
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
正
、
事
前
相
談
事
例
の
公
表
、
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
の
公
表
を
行
う
こ
と
で
企
業
結
合
審
査
の
透
明

性
、
予
見
可
能
性
、
法
的
安
定
性
の
向
上
を
は
か
る
公
取
委
の
姿
勢
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
枠
組
み
を
変
え
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
た
場
合
、
日
本
に
お
い
て
は
現
在
ま
で
の
企
業
結
合
事
例
を
研
究
対
象
と

し
て
、
実
効
性
確
保
手
段
の
類
型
化
・
整
理
を
行
い
、
そ
の
研
究
結
果
を
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
結
合
事
例
に
「
還
元
」
す
る
形
で
適

切
な
実
効
性
確
保
手
段
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
手
続
き
を
改
正
す
る
可
能
性
も
含
め
て
、
企
業
結
合
審
査
の
透
明
性
、
予
見
可
能
性
、
法
的
安
定
性
の
向
上
、
す

な
わ
ち
企
業
結
合
審
査
の
精
緻
化
を
は
か
る
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
（
二
〇
九
六
）
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第
6
章　

結
語

　

本
稿
で
は
、
適
切
な
問
題
解
消
措
置
は
、
反
競
争
効
果
を
取
り
除
く
問
題
解
消
措
置
設
計
お
よ
び
そ
の
確
実
な
実
行
で
あ
る
と
い
う
認
識

の
も
と
で
、
後
者
を
欧
米
と
の
比
較
、
検
討
を
通
し
て
研
究
対
象
と
し
た
。
本
稿
で
は
、
日
本
に
お
い
て
は
十
分
な
検
討
対
象
が
ま
だ
揃
っ

て
い
な
い
と
考
え
、
法
解
釈
等
は
行
わ
ず
、
若
干
の
提
言
の
み
に
終
わ
っ
た
。

　

実
効
性
確
保
手
段
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
企
業
結
合
審
査
の
透
明
性
、
予
見
可
能
性
、
法
的
安
定
性
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
最
終
的
に
は
企

業
結
合
審
査
の
精
緻
化
に
資
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
、
実
効
性
確
保
手
段
を
備
え
、
反
競
争
効
果
を
取
り
除
く
問
題
解
消
措
置
を
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
は
、
独
占
禁
止
法
第
一
七
条
の

二
の
「
必
要
な
措
置
」
を
実
行
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
考
察
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
点
は
本
稿
で
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

最
後
に
な
る
が
、
本
稿
で
の
検
討
は
、
日
本
に
お
い
て
「
実
効
性
確
保
手
段
が
機
能
し
て
い
な
い
」
と
い
う
前
提
が
あ
っ
て
の
も
の
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
問
題
解
消
措
置
の
選
択
の
問
題
も
含
め
て
、
現
在
で
も
す
で
に
事
前
相
談
に
よ
る
問
題
解
消
措
置

の
協
議
お
よ
び
当
該
問
題
解
消
措
置
の
実
行
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
何
ら
問
題
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
う
ま
く
機
能
し
て
い
る
か
否
か
、
そ

れ
自
体
が
現
状
で
は
不
明
確
で
あ
る
と
考
え
、
本
稿
の
検
討
対
象
と
し
た
。
そ
の
結
論
は
筆
者
の
能
力
の
問
題
か
ら
、
う
ま
く
機
能
し
て
い

る
か
否
か
、
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
前
記
の
問
題
意
識
を
持
ち
な
が
ら
、
今
後
の
研
究
や
事
例
を
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）　

本
稿
の
対
象
と
な
る
企
業
結
合
を
述
べ
る
。
日
本
の
独
占
禁
止
法
は
、
第
4
章
で
、
会
社
の
株
式
の
取
得
若
し
く
は
所
有
（
第
一
〇
条
一
項
）、
役
員
兼
任
（
第

　
（
二
〇
九
七
）
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一
三
条
一
項
）、
会
社
以
外
の
者
の
株
式
の
保
有
（
第
一
四
条
一
項
）、
又
は
会
社
の
合
併
（
第
一
五
条
一
項
一
号
）、
共
同
新
設
分
割
若
し
く
は
吸
収
分
割
（
第
一
五

条
の
二
第
一
項
）
若
し
く
は
事
業
譲
受
け
等
（
第
一
六
条
一
項
）
が
、
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
及
び
不
公
正
な

取
引
方
法
に
よ
る
企
業
結
合
が
行
わ
れ
る
場
合
に
、
こ
れ
を
禁
止
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
欧
米
と
の
比
較
の
分
析
対
象
と
し
て
は
独
占
禁
止
法
第
一
五
条
の
対
象

と
な
る
合
併
に
限
定
せ
ず
、
独
占
禁
止
法
第
四
章
の
規
制
対
象
と
な
る
企
業
結
合
を
検
討
対
象
と
す
る
。

　
　
　

米
国
に
お
け
る
企
業
結
合
規
制
の
根
拠
は
、
ク
レ
イ
ト
ン
法
七
条
（15 U

.S.C
.

§18

）
で
あ
る
。
ク
レ
イ
ト
ン
法
七
条
は
、
資
産
な
い
し
株
式
の
取
得
は
、
そ
の
効

果
が
関
連
市
場
に
お
け
る
「
競
争
を
実
質
的
に
減
殺
す
る
か
、
独
占
を
形
成
す
る
傾
向
に
あ
る
（substantially to lessen com

petition, or to tend to create a 

m
onopoly

）」
場
合
に
禁
止
さ
れ
る
、
と
規
定
す
る
。
一
定
規
模
以
上
の
資
産
な
い
し
株
式
取
得
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ト
ス
コ
ッ
ト
ロ
デ
ィ
ノ
法
（15 U

.S.C
.

§18a

）

に
基
づ
き
、
司
法
省
お
よ
び
連
邦
取
引
委
員
会
へ
の
事
前
届
出
義
務
が
あ
る 

。

　
　
　

Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
合
併
規
制
は
、
事
業
者
間
の
結
合
の
規
制
に
関
す
る
理
事
会
規
則
（
以
下
、「
合
併
規
則
」
と
記
す
）
に
よ
り
な
さ
れ
る
。
合
併
規
則
は
一
九
八
九

年
に
制
定
さ
れ
、
一
九
九
七
年
に
改
正
さ
れ
た 

（
以
下
、「
旧
合
併
規
則
」
と
記
す
）。
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
一
月
二
〇
日
に
新
理
事
会
規
則
が
制
定
さ
れ
、
同
年
五

月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
（
以
下
、「
新
合
併
規
則
」
と
記
す
）。
合
併
規
制
の
対
象
は
、
共
同
体
規
模
の
「
す
べ
て
の
結
合
（all concentrations

）」
で
あ
る
（
新
旧

合
併
規
則
一
条
一
項
）。「
結
合
（concentrations

）」
と
は
、
①
従
前
独
立
し
て
い
た
二
以
上
の
事
業
者
ま
た
は
事
業
の
一
部
の
合
併
（
新
旧
合
併
規
則
三
条
一
項

⒜
号
）、
ま
た
は
、
②
一
以
上
の
他
の
事
業
者
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
直
接
ま
た
は
間
接
の
支
配 

の
取
得
（
新
旧
合
併
規
則
三
条
一
項
⒝
号
）
と
さ
れ
て
い
る
。
②
に

つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
一
事
業
者
を
既
に
支
配
し
て
い
る
一
以
上
の
者
に
よ
る
、
証
券
ま
た
は
財
産
の
購
入
、
契
約
ま
た
は
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
か
否
か
に
か

か
わ
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
新
旧
合
併
規
則
三
条
一
項
⒝
号
）。
ま
た
、
自
立
的
な
経
済
主
体
が
行
う
全
て
の
機
能
を
継
続
的
に
有
す
る
全
て
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
の
設
立
は
、
三
条
一
項
⒝
号
の
「
結
合
」
に
該
当
し
（
旧
合
併
規
則
三
条
二
項
、
新
合
併
規
則
三
条
四
項
）、
共
同
体
規
模
を
有
す
る
場
合
に
は
、
合
併
規

則
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
旧
合
併
規
則
で
用
い
ら
れ
る
「
結
合
（concentrations

）」
は
、
合
併
、
買
収
、
事
業
の
譲
受
、
一
定
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
　
　

実
体
基
準
は
、
結
合
が
共
同
体
市
場
と
両
立
す
る
か
否
か
（shall be declared com

patible w
ith the com

m
on m

arket

）
で
あ
る
。
旧
合
併
規
則
で
は
、
支
配

的
地
位
を
形
成
又
は
強
化
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
共
同
体
市
場
又
は
そ
の
実
質
的
部
分
に
お
い
て
有
効
な
競
争
を
著
し
く
阻
害
す
る
こ
と
と
な
る
か
（creates or 

stren
gth

en
s a d

om
in

an
t p

osition
 as a resu

lt of w
h

ich
 effective com

p
etition

 w
ou

ld
 be sign

ifican
tly im

p
ed

ed
 in

 th
e com

m
on

 m
arket or in

 a 

substantial part of it

）
否
か
で
あ
っ
た
（
旧
合
併
規
則
二
条
二
項
、
三
項
）。
新
合
併
規
則
で
は
、
特
に
支
配
的
地
位
を
形
成
又
は
強
化
す
る
結
果
と
し
て
共
同
体

市
場
ま
た
は
そ
の
実
質
的
部
分
に
お
い
て
、
有
効
な
競
争
を
著
し
く
阻
害
す
る
か
否
か
（significantly im

pede effective com
petition in the com

m
on m

arket 

　
（
二
〇
九
八
）
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or in a substantial part of it, in particular as a result of the creation or strengthening of a dom
inant position

）
が
基
準
と
な
る
（
新
合
併
規
則
二
条
二
項
、

三
項
）。

（
2
）　

問
題
解
消
措
置
に
関
し
て
集
中
的
に
検
討
し
た
論
稿
と
し
て
、
泉
水
文
雄
「
企
業
結
合
規
制
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
の
設
計
と
手
続
の
あ
り
方
」
日
本
経
済
法

学
会
年
報
二
四
号
七
六
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
る
。
川
濱
昇
ほ
か
著
『
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
解
説
と
分
析
』
二
三
四
頁
以
下
〔
和
久
井
〕（
商
事

法
務
、
二
〇
〇
八
年
）
に
お
い
て
も
問
題
解
消
措
置
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
詳
細
に
検
討
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
主
に
問
題
解
消
措
置
の
設
計
段
階
を
問
題
に
し
、
検

討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
も
拙
稿
「
日
・
米
・
欧
の
企
業
結
合
審
査
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
設
計
」
同
志
社
法
学
三
二
六
号
一
四
七
頁
（
二
〇
〇
八
年
）
に

お
い
て
日
米
欧
の
問
題
解
消
措
置
設
計
を
研
究
対
象
と
し
た
。

　
　
　

本
文
中
に
記
し
た
問
題
意
識
と
重
複
す
る
が
、
本
稿
で
は
、
反
競
争
効
果
を
除
去
す
る
に
足
り
る
問
題
解
消
措
置
を
設
計
し
た
の
ち
、
当
該
問
題
解
消
措
置
を
ど

の
よ
う
に
し
て
確
実
に
実
行
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。

（
3
）　

例
外
的
に
、
米
国
に
お
け
る
議
論
を
紹
介
、
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
武
田
邦
宣
「
米
国
に
お
け
る
企
業
結
合
事
案
の
問
題
解
消
措
置
に
関
す
る
研
究
ノ
ー
ト
」
神

戸
市
外
国
語
大
学
外
国
学
研
究
五
四
号
五
五
頁
（
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
る
。

（
4
）　

公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
「
企
業
結
合
審
査
の
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
」（
二
〇
〇
七
年
六
月
二
二
日
）。（
以
下
、「
事
後
的
検
証
調
査
報
告
書
」
と
記
す
）

<
http://w

w
w

.jftc.go.jp/pressrelease/07.june/07622.pdf.>
 （

二
〇
〇
八
年
七
月
三
一
日
確
認
）。

（
5
）　
「
Ｅ
Ｕ
と
は
、
Ｅ
Ｃ
を
含
め
、
そ
れ
ま
で
Ｅ
Ｃ
構
成
国
間
に
発
展
し
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
体
制
が
合
流
し
て
構
成
す
る
国
家
連
合
体
で
あ
る
」。「
Ｅ
Ｃ
は
Ｅ
Ｕ

を
構
成
す
る
最
も
重
要
な
制
度
と
し
て
存
続
」
し
て
い
る
。
山
根
裕
子
『
新
版　

Ｅ
Ｕ
／
Ｅ
Ｃ
法　

欧
州
連
合
の
基
礎
』
一
七
頁
（
有
信
堂
、一
九
九
五
年
）。
本
稿
は
、

Ｅ
Ｃ
競
争
法
を
対
象
と
す
る
た
め
、
Ｅ
Ｃ
の
名
称
を
用
い
る
。

（
6
）　

公
取
委
同
意
審
決
昭
和
四
四
年
一
〇
月
三
〇
日
・
審
決
集
一
六
巻
四
六
頁
。
本
件
の
事
実
関
係
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
八
幡
製
鉄
と
富
士
製
鉄
は
、
八
幡
製
鉄

を
存
続
会
社
と
し
、
富
士
製
鉄
を
解
散
会
社
と
す
る
合
併
契
約
を
締
結
し
た
。
両
社
は
、
鉄
鋼
業
界
に
お
い
て
、
資
本
金
、
総
資
産
及
び
総
売
上
高
で
第
一
位
と
第

二
位
で
あ
る
。
ま
た
、
製
鉄
お
よ
び
粗
鋼
の
生
産
実
績
は
、
八
幡
製
鉄
が
二
二
・
一
％
と
一
八
・
五
％
、
富
士
製
鉄
が
二
二
・
四
％
と
一
六
・
九
％
で
第
一
位
と
第
二
位

を
占
め
て
い
る
。
本
件
合
併
に
よ
り
、
当
事
会
社
の
市
場
シ
ェ
ア
は
、
鉄
鋼
製
品
の
取
引
分
野
の
う
ち
、
鉄
道
用
レ
ー
ル
で
一
〇
〇
％
、
食
か
ん
用
ブ
リ
キ
で

六
一
・
二
％
、
鋳
物
用
銃
で
五
六
・
三
％
、
鋼
矢
板
で
九
三
・
三
％
と
な
る
。
公
取
委
は
、
本
件
合
併
は
こ
れ
ら
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ

と
と
な
る
と
認
め
た
。
本
件
で
は
、
以
下
の
三
点
が
問
題
解
消
措
置
と
さ
れ
た
。
①
鋳
物
用
銃
に
つ
い
て
、
合
併
会
社
が
高
炉
を
神
戸
製
鋼
に
譲
渡
し
、
か
つ
一
定

期
間
生
産
を
請
け
負
う
こ
と
に
よ
り
、
品
質
を
決
す
る
原
料
配
合
等
に
つ
い
て
協
力
を
与
え
る
。
②
鉄
道
用
レ
ー
ル
に
つ
い
て
、
新
規
参
入
を
予
定
し
て
い
る
日
本
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九
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鋼
管
に
対
し
て
有
償
で
技
術
提
供
を
行
い
、
経
過
的
に
日
本
鋼
管
の
計
算
お
よ
び
指
示
に
お
い
て
生
産
を
請
け
負
う
。
ま
た
、
鋼
矢
板
に
つ
い
て
、
競
争
者
に
技
術

提
供
を
行
う
。
③
食
か
ん
用
ブ
リ
キ
に
つ
い
て
、
競
争
者
で
あ
る
東
洋
鋼
板
の
株
式
を
処
分
す
る
。

　
　
　

な
お
、
本
件
で
は
、
実
体
法
上
の
問
題
と
し
て
、「
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限
」
の
解
釈
が
問
題
と
な
っ
た
。
審
決
は
、「
一
定
の
取
引
分

野
に
お
け
る
競
争
の
実
質
的
制
限
」
を
市
場
支
配
的
地
位
の
形
成
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
多
種
類
の
鉄
鋼
製
品
を
個
別
的
に
と
ら
え
、「
有
効
な
牽
制
力
あ
る
競
争

者
」
と
評
価
さ
れ
る
企
業
が
一
定
の
品
目
に
つ
い
て
存
在
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
と
し
た
。
つ
ま
り
、
競
争
者
の

有
無
を
判
断
基
準
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
市
場
支
配
的
地
位
の
形
成
は
寡
占
的
市
場
の
構
造
と
関
連
し
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て

多
く
の
批
判
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
実
方
謙
二
『
独
占
禁
止
法
』
一
三
八
頁
（
有
斐
閣
、
第
四
版
、
一
九
九
八
年
）
は
、「
新
日
鉄
審
決
理
論
が
誤
り
で
あ
る

こ
と
は
法
律
学
者
・
経
済
学
者
が
一
致
し
て
認
め
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
本
件
審
決
を
批
判
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
主
な
も

の
と
し
て
、
丹
宗
昭
信
『
独
占
お
よ
び
寡
占
市
場
構
造
規
制
の
法
理
』
一
八
二
頁
以
下
（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
）、
今
村
成
和
「
八
幡
・
富
士
合

併
問
題
の
進
展
と
独
占
禁
止
法
の
理
論
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
二
一
号
一
五
頁
（
一
九
六
九
年
）、
今
村
成
和
＝
上
野
裕
也
＝
金
沢
良
雄
＝
正
田
彬
＝
竹
中
一
雄
＝
丹
宗
昭

信
「
八
幡
・
富
士
合
併
を
め
ぐ
っ
て
（
座
談
会
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
二
一
号
五
四
頁
（
一
九
六
九
年
）、正
田
彬
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
五
六
号
一
七
二
頁
（
一
九
七
〇

年
）
が
あ
る
。

（
7
）　

金
井
ほ
か
編
『
独
占
禁
止
法
』
二
一
〇
頁
﹇
武
田
﹈（
二
〇
〇
八
年
、
第
二
版
補
正
版
、
弘
文
堂
）。

（
8
）　

拙
稿
・
前
掲
注
（
2
）
二
四
三
頁
。

（
9
）　

平
成
一
三
年
度
事
例
一
〇
・
日
本
航
空
㈱
及
び
㈱
日
本
エ
ア
シ
ス
テ
ム
の
持
株
会
社
の
設
立
に
よ
る
事
業
統
合
。
日
本
航
空
㈱
（
以
下
、「
Ｊ
Ａ
Ｌ
」
と
記
す
）
と

㈱
日
本
エ
ア
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
」
と
記
す
）
が
、
両
社
の
親
会
社
と
な
る
持
株
会
社
を
設
立
し
、
さ
ら
に
両
社
を
事
業
別
会
社
に
再
編
す
る
こ
と
に
よ
り

事
業
の
統
合
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
た
。
本
件
統
合
に
よ
り
、
国
内
航
空
運
送
分
野
、
羽
田
・
伊
丹
発
着
航
空
運
送
分
野
に
お
い
て
、
全
日
空
空
輸
（
以
下
、「
Ａ
Ｎ
Ａ
」

と
記
す
）
と
の
二
社
で
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
こ
と
に
な
り 

、
国
内
各
路
線
分
野
に
お
い
て
当
事
会
社
が
競
合
し
て
い
る
三
二
路
線
の
ほ
と
ん
ど
が
独
占
化
ま
た
は
複

占
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
公
取
委
は
、
大
手
航
空
会
社
が
三
社
か
ら
二
社
に
減
少
し
、
当
事
会
社
の
シ
ェ
ア
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
も
同
調

的
で
あ
っ
た
大
手
航
空
会
社
の
運
賃
設
定
行
動
が
更
に
容
易
に
な
る
こ
と
、
新
規
参
入
に
よ
る
競
争
圧
力
が
限
定
的
で
同
調
的
な
行
動
に
対
す
る
牽
制
力
と
し
て
期

待
し
に
く
く
、
本
件
統
合
に
よ
り
競
争
が
実
質
的
に
減
殺
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
以
下
の
二
点
が
問
題
解
消
措
置
と
さ
れ
た
。
①
当
事

会
社
が
有
す
る
羽
田
発
着
枠
の
う
ち
九
便
を
国
土
交
通
省
に
返
上
す
る
（
必
要
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
三
便
を
追
加
し
て
返
上
す
る
）
な
ど
の
新
規
参
入
促
進
の
た
め
の

措
置
を
と
る
。
②
普
通
運
賃
を
主
要
な
す
べ
て
の
路
線
に
つ
い
て
一
律
一
〇
％
引
き
下
げ
る
（
少
な
く
と
も
三
年
間
値
上
げ
し
な
い
）、
割
引
運
賃
を
主
要
な
路
線
全

　
（
二
一
〇
〇
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便
に
設
定
し
、
そ
の
水
準
も
現
在
の
三
社
競
合
路
線
に
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
水
準
と
す
る
な
ど
の
運
賃
面
で
の
措
置
を
と
る
。

（
10
）　

本
件
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
て
い
る
。
主
に
問
題
解
消
措
置
に
つ
き
検
討
し
て
い
る
も
の
に
、
平
林
英
勝
「
最
近
の
企
業
結
合
規
制
事

例
の
問
題
点
と
今
後
の
課
題
―
複
占
体
制
の
形
成
と
独
占
禁
止
法
―
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
九
二
号
八
頁
（
二
〇
〇
二
年
）。
本
件
を
素
材
と
し
て
、
複
占
と
独

占
禁
止
法
に
つ
き
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
野
木
村
忠
邦
「
複
占
状
態
と
独
占
禁
止
法
―
日
本
航
空
・
日
本
エ
ア
シ
ス
テ
ム
経
営
統
合
計
画
を
素
材
に
し
て
―
」
日

本
法
学
第
六
八
巻
第
一
号
一
八
七
頁
（
二
〇
〇
二
年
）。
公
取
委
発
表
文
の
論
理
構
造
に
つ
い
て
法
的
な
解
明
を
行
っ
た
も
の
に
白
石
忠
志
「
Ｊ
Ａ
Ｌ 

・
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
事

業
統
合
と
独
禁
法
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七
四
七
号
八
頁
（
二
〇
〇
二
年
）。
公
取
委
委
員
に
よ
る
解
説
と
し
て
、
糸
田
省
吾
「
Ｊ
Ａ
Ｌ 

・
Ｊ
Ａ
Ｓ
統
合
問
題
を
考
え
る
」
公
正
取

引
六
一
九
号
四
〇
頁
（
二
〇
〇
二
年
）、
石
谷
直
久
＝
五
十
嵐
俊
子
「
日
本
航
空
株
式
会
社
及
び
株
式
会
社
日
本
エ
ア
シ
ス
テ
ム
の
持
株
会
社
の
設
立
に
よ
る
事
業
統

合
に
つ
い
て
」
公
正
取
引
六
二
一
号
四
四
頁
（
二
〇
〇
二
年
）。
そ
の
他
、
市
場
規
制
の
比
較
法
的
検
討
と
し
て
、
須
網
隆
夫
「
航
空
輸
送
市
場
に
お
け
る
企
業
結
合

規
制
」
法
律
時
報
七
五
巻
一
号
六
五
頁
（
二
〇
〇
三
年
）、
経
済
政
策
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
柳
川
隆
「
日
本
航
空
と
日
本
エ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
経

営
統
合
の
競
争
政
策
上
の
問
題
点
」
神
戸
大
学
経
済
学
研
究
四
九
号
六
三
頁
（
二
〇
〇
三
年
）。

（
11
）　

な
お
、
当
時
は
株
式
保
有
に
つ
い
て
「
会
社
の
株
式
所
有
の
審
査
に
関
す
る
事
務
処
理
基
準
」（
一
九
八
一
年
九
月
一
一
日
・
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
、
改
定

一
九
九
四
年
八
月
一
八
日
）
が
、
小
売
業
に
つ
い
て
「
小
売
業
に
お
け
る
合
併
等
の
審
査
に
関
す
る
考
え
方
」（
一
九
八
一
年
七
月
二
四
日
・
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
）

が
策
定
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
後
に
一
九
九
八
年
の
考
え
方
に
統
合
さ
れ
る
が
、
問
題
解
消
措
置
と
の
関
係
で
は
一
九
八
〇
年
の
事
務
処
理
基
準
と
の
差
は

な
い
の
で
本
稿
で
の
検
討
か
ら
は
省
略
す
る
。

（
12
）　

鵜
瀞
恵
子
『
新
し
い
合
併
・
株
式
保
有
規
制
の
解
説
（
別
冊
商
事
法
務
二
〇
九
号
）』（
一
九
九
八
年
、
商
事
法
務
研
究
会
）。

（
13
）　

企
業
結
合
審
査
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
の
運
用
指
針
（
二
〇
〇
四
年
五
月
三
一
日
）「
第
六
『
競
争
の
実
質
的
制
限
を
解
消
す
る
措
置
』」。

（
14
）　

企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
正
に
関
し
て
は
、
荒
井
弘
毅
「
企
業
結
合
審
査
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
運
用
指
針
の
改
定
」
商
事
法
務
一
七
九
九
号
五
二
頁
以
下

（
二
〇
〇
七
年
）、「
特
集
一　

企
業
結
合
審
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
め
ぐ
っ
て
」
公
正
取
引
六
七
九
号
二
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
解
説
、
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
川
濱
ほ
か
・
前
掲
注
（
2
）
に
お
い
て
も
詳
細
な
解
説
、
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）　

ほ
か
に
は
新
日
鉄
合
併
事
件
、
王
子
製
紙
・
神
崎
製
紙
合
併
事
例
（
平
成
五
年
度
事
例
一
）
な
ど
が
該
当
す
る
。
新
日
鉄
合
併
事
件
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
6
）
参

照
。
王
子
製
紙
・
神
崎
製
紙
合
併
事
例
の
事
実
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
王
子
製
紙
㈱
と
神
崎
製
紙
㈱
が
合
併
す
る
計
画
を
立
て
た
。
本
件
合
併
に
よ
り
、
キ

ャ
ス
ト
コ
ー
ト
紙
、
ア
ー
ト
紙
、
コ
ー
ト
紙
に
お
け
る
当
事
会
社
の
市
場
シ
ェ
ア
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
六
〇
・
八
％
、
四
八
・
四
％
、
三
〇
・
三
％
と
な
り
、
い
ず
れ
の
市

場
に
お
い
て
も
第
一
位
と
な
る
。
公
取
委
は
、
新
規
参
入 

、
輸
入
品
の
比
率
な
ど
そ
の
他
の
状
況
も
考
慮
し
た
あ
と
、
キ
ャ
ス
ト
コ
ー
ト
紙
、
ア
ー
ト
紙
、
コ
ー
ト

　
（
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一
〇
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紙
の
分
野
で
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
当
事
会
社
は
、
キ
ャ
ス
ト
コ
ー
ト
紙
お
よ
び
ア
ー
ト
紙
に
つ
い
て
は
、
合
併

に
よ
っ
て
市
場
シ
ェ
ア
が
増
加
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
、
コ
ー
ト
紙
に
つ
い
て
は
合
併
新
会
社
の
市
場
シ
ェ
ア
を
一
部
削
減
す
る
よ
う
営
業
の
一
部
を
第
三

者
に
譲
渡
す
る
こ
と
、
流
通
業
者
に
対
す
る
持
株
比
率
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
現
状
の
持
株
比
率
か
ら
上
昇
し
な
い
よ
う
に
株
式
を
処
分
す
る
こ
と
を
問
題
解
消

措
置
と
し
た
。
ま
た
、
営
業
の
一
部
譲
渡
先
に
つ
い
て
は
、
中
越
パ
ル
プ
工
業
株
式
会
社
と
し
た
が
、
王
子
製
紙
㈱
が
同
社
の
単
独
筆
頭
株
主
で
、
か
つ
、
役
員
を

派
遣
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
事
会
社
は
単
独
筆
頭
株
主
で
な
く
な
る
よ
う
中
越
パ
ル
プ
工
業
株
式
会
社
の
株
式
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ

と
及
び
今
後
積
極
的
に
役
員
派
遣
を
行
わ
な
い
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
問
題
解
消
措
置
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

（
16
）　

現
在
の
第
二
次
審
査
の
こ
と
を
い
う
。

（
17
）　

例
え
ば
、
平
成
一
二
年
度
事
例
二
・
日
本
製
紙
㈱
及
び
大
昭
和
製
紙
㈱
の
持
株
会
社
の
設
立
に
よ
る
事
業
統
合
が
該
当
す
る
。

（
18
）　

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
実
効
性
確
保
手
段
の
機
能
に
つ
い
て
は
問
題
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後

述
「
第
6
章　

結
語
」
参
照
の
こ
と
。

（
19
）　

S
taff of th

e B
reau

 of C
om

p
etition

, F
ed

. T
rad

e C
om

m
’n

, A
 S

tu
d

y of th
e C

om
m

ission
’s D

ivestitu
re P

rocess 

（1999

）.

﹇h
erein

after D
ivestitu

re 

Study

﹈

（
20
）　

F
ederal T

rade C
om

m
’n, B

ureau of C
om

petition, Statem
ent of the F

ederal T
rade C

om
m

ission ’s B
ureau of C

om
petition on N

egotiating M
erger 

R
em

edies

（A
pr. 2, 2003

）.

（
21
）　

D
ep ’t of Justice, A

ntitrust D
ivision, P

olicy G
uide to M

erger R
em

edies

（O
ct. 2004

）.

﹇hereinafter P
olicy G

uide

﹈

（
22
）　

Id
. at 27.

（
23
）　

Id
.

（
24
）　15 U

.S.C
.

§16.

（
25
）　

U
nited States v. M

icrosoft C
orp., 159 F.R

.D
.318

（D
.D

.C
.1995

）.

（
26
）　

M
icrosoft C

orp. v. U
nited States, 56 F.3d 1148

（D
.C

.C
ir.1995

）.

（
27
）　

H
arry F

irst, In A
ntitrust “L

aw

〞? 10 A
ntitrust 9 （F

all 1995

）.

（
28
）　

D
eborah P

latt M
ajoras, L

ooking F
orw

ard: M
erger and O

ther P
olicy Initiatives at the F

T
C

 8 （N
ov. 18, 2004

）.

（
29
）　

L
ogan M

. B
reed &

 D
avid J M

ichnal,. M
erger rem

edies: T
he D

O
J ’s new

 G
uide to old differences w

ith the F
T

C
,19 A

ntitrust A
B

A
 37 at 39

（2005

）.
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三
五
九

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

（
30
）　

D
O

J P
ress R

elease, Justice D
epartm

ent R
eaches A

greem
ent to R

esolve P
otential C

om
petitive Issues of M

ittal Steel ’s A
cquisition of A

rcelor

（M
ay 12, 2006

）

（
31
）　

D
O

J P
ress R

elease, Ju
stice D

ep
artm

en
t S

u
sp

en
d

s In
vestigation

 of E
n

tercom
 C

om
m

u
n

ication
s P

u
rch

ase of N
.Y. R

ad
io S

tation
s F

rom
 C

B
S 

C
orporation

（O
ct. 31, 2006

）

（
32
）　

F
ederal com

m
unications C

om
m

ission

（
連
邦
通
信
委
員
会
）
の
略
称
で
あ
る
。

（
33
）　

主
な
も
の
と
し
て
、In

 r
e A

lbertson ’s, Inc. and A
m

erican Stores C
om

pany.,

（1999

）
が
あ
る
。
本
件
は
、
国
内
第
四
位
と
第
二
位
の
大
手
食
料
雑
貨
店
で

あ
るA

lbertson ’s
とA

m
erican Stores

の
合
併
事
例
で
あ
っ
た
。
五
七
の
う
ち
三
七
の
地
理
的
市
場
に
お
い
て
、
既
存
の
店
舗
を
分
割
す
る
こ
と
に
な
り
、
残
り
の

二
〇
の
地
理
的
市
場
に
つ
い
て
は
合
併
当
事
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
を
混
合
さ
せ
て
資
産
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
構
成
し
た
。

（
34
）　

F
ed

eral M
ogu

l C
orp

oration
 an

d
 T

&
N

 P
L

C
, F

T
C

 D
kt. N

o. C
-3836, D

ecision
 an

d
 O

rd
er, D

ec. 9, 1998, rep
orted

 in
 5 T

rad
e R

eg. R
p

t. 

（C
C

H

） 

¶ 24,400.

（
35
）　

P
olicy G

uide,  s
u

p
r
a

 note 21, at 13.

（
36
）　

F
ederal T

rade C
om

m
’n, F

requently A
sked Q

uestions A
bout M

erger C
onsent O

rder P
rovisions

（A
pr. 2, 2003

）.

（
37
）　

S
e
e Statem

ent of the F
T

C
’s B

ureau of C
om

petition on N
egotiating M

erger R
em

edies

（A
pr. 2, 2003

）, available at w
w

w
.ftc.gov/bc/bestpractices/

bestpractices030401.htm
.

（
38
）　

In
 r

e Jitney-Jungle Stores of A
m

erica, Inc.; B
ruckm

ann, R
osser, Sherrill&

C
o., L

.P.;D
elta A

cquisition C
orporation; and D

elcham
ps, Inc.

（
39
）　

こ
の
ほ
か
、up-front-buyer

の
利
用
事
例
と
し
て
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。W

atson P
harm

s., 71 F
ed.R

eg.65,819

（F
T

C
 N

ov.9.2006

）,Barr P
harm

s., 71 

F
ed.R

eg.62,467 （F
T

C
 O

ct.26.2006

）

（
40
）　

司
法
省
は
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
一
部
と
し
てup-front-buyer
の
要
求
と
対
比
さ
せ
てfix-it-first

ア
プ
ロ
ー
チ
を
当
事
者
に
課
す
こ
と
が
適
切
で
効
果
的
で

あ
る
場
合
に
調
査
を
行
う
こ
と
と
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。D

eborah P
latt M

ajoras, A
ntitrust R

em
edies in the U

nited States: A
dhering to Sound 

P
rinciples in a M

ulti-F
aceted Schem

e 7

（O
ct. 4, 2002

）.

（
41
）　

P
olicy G

uide,  s
u

p
r
a note 21, at 38.

（
42
）　

U
nited States v. A

T
&

T
 C

orp. and Tele-C
om

m
unications, Inc.

（2002

）

（
43
）　

G
eorge S. C

ary, M
erger R

em
edies

（A
pr.10,1997

）.
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三
六
〇

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

（
44
）　

A
B

A
 Section of A

ntitrust L
aw

 , A
ntitrust L

aw
 D

evelopm
ents, （6th ed. 2007

）,at 398.
（
45
）　

も
っ
と
も
、
受
託
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
し
て
は
司
法
省
と
連
邦
取
引
委
員
会
は
異
な
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
司
法
省
は
、
受
託
者
の
経
験
が
効
果
的
な
分

割
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
場
合
に
の
み
受
託
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
要
求
さ
れ
る
と
し
、
多
く
の
場
合
は
司
法
省
に
よ
る
「
二
重
の
」
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
に

な
る
と
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
要
求
し
な
い
。S

e
e
, P

olicy G
uide, s

u
p

r
a

 note 21, at 40-41.

他
方
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
、
常
に
受
託
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
要

求
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。S

e
e
, the D

ivestiture Study, s
u

p
r
a

 note 19, at 29-30.

（
46
）　

A
ntitrust L

aw
 D

evelopm
ents,  s

u
p

r
a

 note 44, at 401.

（
47
）　

In
 r

e K
oninkdijke A

hold N
V, E

T
 A

L
.

（1996

）.

（
48
）　

そ
の
他
にcrow

n jew
el

が
持
つ
役
割
と
し
て
、
協
力
関
係
を
促
進
さ
せ
る
効
果
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。C

arl Shapiro &
 M

ichael Sohn, “
C

r
o
w

n
 J

e
w

e
l” 

P
rovisions in m

erger consent decrees, A
ntitrust at 28

（fall 1997

）.

（
49
）　

P
olicy G

uide,  s
u

p
r
a

 note 21, at 37-38.

（
50
）　

Id
. at 38.

（
51
）　

Q
uest D

iagnostics, 135 F.T.C
. 350

（2003
）

（
52
）　

司
法
省
と
連
邦
取
引
委
員
会
の
態
度
の
差
異
は
、
問
題
解
消
措
置
設
計
段
階
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
司
法
省
は
合
併
後
直
ち
に
競
争
が

回
復
さ
れ
る
措
置
を
、
連
邦
取
引
委
員
会
は
長
期
的
な
介
入
措
置
を
採
択
す
る
傾
向
」
に
あ
る
と
の
記
述
が
あ
る
。「
競
争
政
策
研
究
会
中
間
報
告
―
産
業
再
生
に

向
け
た
企
業
結
合
審
査
の
迅
速
化
・
透
明
化
―
」
資
料
六
競
争
政
策
委
員
会
平
成
一
五
年
二
月
。

（
53
）　

他
にP

olicy G
uide

で
は
分
割
の
実
効
性
確
保
の
た
め
の
方
法
と
し
て
以
下
の
六
点
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
①
分
割
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
に
分
割
資
産
の

独
立
性
お
よ
び
経
済
的
な
実
行
可
能
性
を
維
持
し
て
お
く
こ
と
。
②
可
能
な
限
り
合
併
前
の
競
争
状
態
に
戻
す
た
め
に
、
そ
し
て
、
資
産
価
値
の
維
持
の
た
め
に
、
分

割
を
迅
速
に
完
了
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
③
予
定
さ
れ
た
買
手
が
競
争
制
限
効
果
を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
、
買
手
が
関
連
市
場
に
お
い
て
競
争
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
分
割
資
産
を
利
用
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
関
連
市
場
に
お
い
て
長
期
間
効
率
的
に
競
争
す
る
経
験
や
財
政
的
な
能
力
が
あ

る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
す
買
手
が
い
る
場
合
、
反
ト
ラ
ス
ト
局
は
い
か
な
る
買
手
に
つ
い
て
も
承
認
す
る
こ
と
。
④
分
割
の
成
功
は
買
手
が
提
示

し
た
価
格
に
左
右
さ
れ
な
い
こ
と
。
⑤
分
割
の
再
販
売
に
関
す
る
制
限
は
通
常
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
。
⑥
分
割
資
産
の
融
資
を
行
う
売
り
手
は
好
ま
れ
な
い
こ
と
。

See, P
olicy G

uide, s
u

p
r
a

 note 21, at 38.

（
54
）　

W
illiam

 J. B
aer &

 R
on

ald
 C

 R
ad

cay, S
o
lv

in
g
 C

o
m

p
e
tito

n
 P

r
o
b
le

m
s
 in

 M
e
r
g
e
r
 C

o
n

tr
o
l: T

h
e
 R

e
q
u

ir
e
m

e
n

ts
 fo

r
 a

n
 E

ffe
c
tiv

e
 D

iv
e
s
titu

r
e
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志
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〇
巻
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号

R
e
m

e
d

y, 69 G
eo. W

ash. L
. R

ev. 915, at 930 （2001

）.
（
55
）　

こ
こ
で
の
検
討
で
、
問
題
解
消
措
置
に
対
す
る
両
機
関
の
姿
勢
の
相
違
は
、
両
機
関
の
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
き
や
組
織
構
成
か
ら
生
じ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
日
本
の
場
合
で
も
問
題
解
消
措
置
と
そ
の
実
効
性
の
検
討
を
加
え
る
際
に
次
の
点
に
留
意
し
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
公
正
取
引
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
手
続
き
的
枠
組
み
で
企
業
結
合
事
件
を
処
理
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
公
正
取
引

委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
組
織
構
成
を
有
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、「
第
五
章　

課
題
と
提
言
」
で
示
す
よ
う
に
、
近
年
公
取
委
の
事
件
処
理

手
続
き
や
事
件
処
理
手
続
き
に
係
る
組
織
構
成
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
、
法
改
正
が
な
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
意
義
の
あ
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

（
56
）　

C
om

m
ission

 N
otice on

 rem
ed

ies accep
tab

le u
n

d
er C

ou
n

cil R
egu

lation
 4064/89 an

d
 u

n
d

er C
om

m
ission

 R
egu

lation
 447/98, O

.J. C68/3.

﹇hereinafter N
otice on rem

edies

﹈

（
57
）　

M
E

R
G

E
R

 R
E

M
E

D
IE

S
,d

ire
cto

rate
 fo

r fin
an

cial an
d

 e
n

te
rp

rise
 affairs co

m
p

e
titio

n
 co

m
m

itte
e

,at 256
. 

〈h
ttp

://w
w

w
.o

e
cd

.o
rg

/

dataoecd/61/45/34305995.pdf
〉﹇hereinafter O

E
C

D

﹈

（
58
）　

M
erger R

em
edies Study D

G
 C

O
M

P, E
uropean C

om
m

ission, O
ctober 2005.

﹇hereinafter R
em

edies Study

﹈

（
59
）　
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
と
「
問
題
解
消
措
置
」
の
言
葉
の
意
味
は
若
干
異
な
る
。「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
は
単
な
る
「
約
束
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
問
題
解
消
措
置
」

よ
り
も
広
い
意
味
を
持
つ
。

（
60
）　

N
otice on rem

edies,  s
u

p
r
a

 note 56, para 10.

（
61
）　

John C
ook and C

hristopher K
erse, E

C
 M

e
r
g
e
r
 C

o
n

tr
o
l fo

r
th

 e
d

itio
n

 L
o
n

d
o
n

 （4th ed. 2005

）,at 291.

（
62
）　

N
otice on

 rem
ed

ies,  s
u

p
r
a

 n
ote 56, p

ara 4.6, B
est p

ractice on
 th

e con
d

u
ct of m

erger con
trol p

roceed
in

gs p
ara18,19.

〈h
ttp

://ec.eu
rop

a.eu
/

com
m

/com
petition/m

ergers/legislation/proceedings.pdf

〉

（
63
）　

Ｅ
Ｃ
の
場
合
に
は
、
米
国
と
異
な
り
Ｅ
Ｃ
レ
ベ
ル
で
の
Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
お
い
て
企
業
結
合
規
制
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
行
う
行
政
機
関
は
、
欧
州
委
員
会
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
事
案
に
よ
っ
て
は
加
盟
国
当
局
な
ど
複
数
の
組
織
が
関
与
す
る
場
合
も
あ
る
。
欧
州
委
員
会
の
事
件
処
理
手
続
き
や
組
織
構
成
な
ど
が
Ｅ
Ｃ
競
争

法
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
と
実
効
性
確
保
手
段
の
有
り
よ
う
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
米
国
法
と
比
較
し
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
64
）　

こ
れ
ら
の
手
段
は
主
にR

em
edies Study

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
二
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（
65
）　

B
osch/R

exroth, C
ase N

o C
O

M
P

/M
.2060 

（13 D
ecem

ber 2000

）, P
ost O

ffice/T
P

G
/SP

P
L

, C
ase N

o C
O

M
P

/M
. 1915 

（13 M
arch 2001

）, M
asterfoods/

R
oyalC

anin, C
ase N

o C
O

M
P

/M
. 2544

（15 F
ebruary 2003

）,Sonoco/A
hlstrom

, C
ase N

o C
O

M
P

/M
. 3431 （6 Septem

ber 2004

）.
（
66
）　

C
ook and K

erse,  s
u

p
r
a

 note 61, at 296.

（
67
）　

R
em

edies Study,  s
u

p
r
a

 note 58, at 37.

（
68
）　

R
em

edies Study,  s
u

p
r
a

 note 58, at 55 and 107, N
otice on rem

edies,  s
u

p
r
a

 note. 56, para 20.

（
69
）　

B
osch/R

exroth, C
ase N

o C
O

M
P

/M
.2060 

（13 D
ecem

ber 2000

）, P
ost O

ffice/T
P

G
/SP

P
L

, C
ase N

o C
O

M
P

/M
. 1915 

（13 M
arch 2001

）, M
asterfoods/

R
oyalC

anin, C
ase N

o C
O

M
P

/M
. 2544

（15 F
ebruary 2003

）,N
estle/R

alston P
urina, C

ase N
o C

O
M

P
/M

. 2337

（27 July 2001

）.

（
70
）　

O
E

C
D

,  s
u

p
r
a

 note 57, at 258.

（
71
）　

C
ook and K

erse, s
u

p
r
a

 note 61, at 293.

（
72
）　

B
osch/R

exroth, C
ase N

o C
O

M
P

/M
.2060 （13 D

ecem
ber 2000

）.

（
73
）　

N
otice on rem

edies,  s
u

p
r
a

 note 56, paras 22,23.

（
74
）　

O
E

C
D

,  s
u

p
r
a

 note 57, at 258.

（
75
）　

Id
. at 257.

（
76
）　

R
em

edies Study,  s
u

p
r
a

 note 58, at 52-54.

（
77
）　

Id
.

（
78
）　

Id
.

（
79
）　

N
estle/R

alston P
urina, C

ase N
o C

O
M

P
/M

. 2337

（27 July 2001
）.

（
80
）　

他
にIn

d
u

stri K
ap

ital

（N
ord

kem

）/D
yn

o ,C
ase N

o C
O

M
P

/M
.1813 

（12 Ju
ly 2000

）, B
ayer H

ealth
care/R

och
e

（O
T

C
 B

u
sin

ess

） C
ase N

o C
O

M
P

/

M
.3544 （19 N

ovem
ber 2004

）
が
あ
る
。

（
81
）　

ラ
イ
セ
ン
シ
ー
が
自
身
の
新
規
の
ブ
ラ
ン
ド
を
分
割
す
る
こ
と
に
な
る
数
年
間
に
、
ブ
ラ
ン
ド
に
対
す
る
排
他
的
ラ
イ
セ
ン
ス
が
付
与
さ
れ
る
場
合
の
措
置
を
い

う
。

（
82
）　

知
的
財
産
権
の
ラ
イ
セ
ン
ス
は
、
知
的
財
産
権
の
譲
渡
と
い
う
性
質
か
ら
、
構
造
措
置
に
近
い
た
め
、
準
構
造
措
置
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
件
で
は
、
ラ

イ
セ
ン
ス
は
構
造
措
置
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
問
題
解
消
措
置
が
設
計
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
泉
水
文
雄
教
授
は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
が
準
構
造
措
置
で
あ

　
（
二
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企
業
結
合
に
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け
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解
消
措
置
の
実
効
性
確
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手
段

 

三
六
三

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

る
と
指
摘
す
る
理
由
と
し
て
、
知
的
財
産
権
を
複
数
の
事
業
者
が
同
時
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
泉
水
・
前
掲
注
（
2
）
七
六
頁
。

（
83
）　

一
般
に
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
効
果
と
は
、
混
合
合
併
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
集
積
等
の
効
率
性
向
上
が
合
併
企
業
の
優
位
性
を
高
め
る
結
果
、
競
争
者
を
市
場
か
ら
排

除
す
る
効
果
を
い
う
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
効
果
は
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
よ
り
生
じ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
手
段
は
、
抱
き
合
わ
せ
、
タ
イ
イ
ン
グ
等
で
あ
り
、
多
く

の
手
段
が
あ
り
う
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
効
果
は
競
争
上
の
悪
影
響
に
関
し
て
独
立
の
理
論
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
理
論
の

集
合
と
し
て
の
便
宜
上
の
表
現
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
。A

listair L
indsay, T

h
e
 E

C
 m

e
r
g
e
r
 r

e
g
u

la
tio

n
:s

u
b
s
ta

n
tiv

e
 is

s
u

e
s
 （2th ed. 2006

）, at 429.

（
84
）　

P
fizer/P

harm
atica C

ase N
o C

O
M

P
/M

. 2922 （27 F
ebruary 2003

）.

（
85
）　

C
ook and K

erse,  s
u

p
r
a

 note 61, at 293.

（
86
）　
〝T

he com
m

ission notice on m
erger rem

edies

―one year after ” January 18, 2002, available via w
w

w
.europa.eu.int/com

m
/com

petition/speeches/

index_2002

（
87
）　

O
E

C
D

,  s
u

p
r
a

 note 57.at 257.

受
託
者
が
指
名
、
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
と
し
て
、A

llianz/D
resdner B

ank,C
ase N

o C
O

M
P

/M
.2431

（19 July 2001

）, 

K
onica/M

inolta, C
ase N

o C
O

M
P

/M
. 3091

（11 July 2003

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
88
）　

N
otice on rem

edies,  s
u

p
r
a

 note 56, paras 50-57.

（
89
）　

M
odel texts for divestiture com

m
itm

ents　
〈http://ec.europa.eu/com

m
/com

petition/m
ergers/legislation/com

m
itm

ents.pdf

〉

（
90
）　

Standard term
s for trustee m

andates 〈http://ec.europa.eu/com
m

/com
petition/m

ergers/legislation/trustee_m
andate.pdf

〉

（
91
）　

N
otice on rem

edies,  s
u

p
r
a

 note 56, P
oint 55.

（
92
）　

O
E

C
D

,  s
u

p
r
a

 note 57, at 257.

（
93
）　

A
riel E

zrachi, B
e
h

a
v
io

u
r
a

l R
e
m

e
d

ie
s
 in

 E
C

 M
e
r
g
e
r
 C

o
n

tr
o
l - S

c
o
p

e
 a

n
d

 L
im

ita
tio

n
s, 29 W

orld C
om

petition 477

（2006

）.

た
だ
し
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
不
完
全
な
情
報
に
よ
り
、
第
三
者
が
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
十
分
に
、
理
解
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
第
三
者
が
競
争
者
の
と
き
に
は
生
じ
る
が
、
第
三
者
が
「
ロ
ッ
ク
イ
ン
さ
れ
た
」
供
給
者

や
顧
客
で
あ
る
場
合
に
は
利
用
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
減
少
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
利
用
の
有
効
性
は
選
択
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
94
）　

R
em

edies Study,  s
u

p
r
a

 note 58, at 42,82 and 118.

（
95
）　

A
riel E

zrachi, s
u

p
r
a

 note 93, at 477.

（
96
）　

C
ook and K

erse,  s
u

p
r
a

 note 61, at 300.
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三
六
四

同
志
社
法
学　

六
〇
巻
五
号

（
97
）　

Id
. at 305.

（
98
）　

O
E

C
D

,  s
u

p
r
a

 note 57, at 256.
（
99
）　

問
題
解
消
措
置
設
計
の
場
面
で
も
日
本
の
特
徴
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
問
題
解
消
措
置
と
し
て
構
造
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ

と
が
少
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
日
本
で
は
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
措
置
が
回
避
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
泉
水
・
前
掲
注
（
2
）
八
九
頁
。

　
　
　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
や
は
り
、
日
本
に
お
い
て
法
制
度
や
手
続
き
を
改
正
す
る
可
能
性
を
考
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
の
特
徴
を
考
慮
し
た
う
え
で

改
正
の
是
非
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

（
100
）　

川
濱
ほ
か
・
前
掲
注
（
2
）
二
三
六
頁
で
は
、「
過
去
の
相
談
事
例
を
参
考
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
企
業
結
合
を
実
行
し
て
も
競
争
が

実
質
的
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
る
上
で
必
要
で
な
い
措
置
に
つ
い
て
も
、
公
表
文
書
の
中
で
記
述
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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